
　当事例分析は、一般社団法人海外留学協議会（以下、JAOS（ジャオス）と呼ぶ）

が平成26年度に厚生労働省から委託された事業『平成26年度勤労青少年の国際

交流を活用したキャリア形成支援事業』（通称「Global ACE （Global Action for 

Careers and Employability）」）で、海外インターンシップやワーキング・ホリデー、

語学研修などの海外就業体験をする若年者に対して、渡航前から帰国後まで実施

したキャリア・コンサルティングの事例を分析したものです。

　2年目となりました当事業では、1年目の経験を活かし、支援対象者のエンプロ

イアビリティ向上に資するサポートをしてまいりました。

　今年度の事例分析では、当事業のサポートを経て就職に至った好事例やその後

の就業状況などについても触れ、昨年度の事例分析に比べ、より就職を意識した

内容といたしました。

　昨年度と併せて今年度の事例分析も、海外就業体験に関わる関係者の皆様にとっ

て何かしらご参考になれば幸いです。

　

　本書の刊行に際し、多くの関係各位に多大なご支援・ご協力を賜わりましたこ

とを厚く御礼申し上げます。

　平成27年3月

一般社団法人海外留学協議会（JAOS）
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用語集

主に若年者が有償・無償に関わらず、海外の企業やNPO、教育機関
などでの仕事を体験することの総称。

海外インターンシップ

留学手配会社、大使館、語学学校など、広く留学に関わる者が集ま
り、諸問題の解決と安心できる留学の実現を目指す団体。

一般社団法人 海外留学協議会
（JAOS）

ワーキング・ホリデーや海外インターンシップ以外にも、就業体験
できるビザ（制度）があり、それらの総称。

海外就業体験

留学、ワーキング・ホリデーや海外インターンシップ、語学研修な
どのサービスを提供する留学エージェントや旅行業者などの機関。

海外渡航支援機関

主に日本と韓国の企業で英語力測定の基準となっているテスト。
採用試験でスコアを問われることがある。満点は990点。

TOEIC

「個人が、その適性や職業経験等に応じて自ら職業生活設計を行い、
これに即した職業選択や職業訓練等の職業能力開発を効果的に行
うことができるよう個別の希望に応じて実施される相談その他の
支援」のこと（引用：平成19年度厚生労働省「キャリア・コンサルタ
ント制度のあり方に関する検討会」報告書）。

キャリア・コンサルティング

履歴シート、職務経歴シート、キャリアシートなどからなるファイ
ルのこと。記入したジョブ・カードをもとにキャリア・コンサルテ
ィングを受けることで、自分の職業能力・職業意識やキャリア形成
上の課題が明確となり、就職活動やその後の安定雇用に役立てる
ことができる。厚生労働省HPからダウンロードできる。

ジョブ・カード

「傾聴」「質問」「承認」などのコミュニケーション技法を用いて、若
年者の意欲・能力を引き出す手法。当事業では渡航前～帰国後まで
ある程度の期間にわたり、担当のコンサルタントが寄り添いなが
ら当人の能力を引き出すサポートをするため、コンサルタントの
支援を“コーチング”と呼んでいる。

コーチング

青少年が渡航先国の文化などを理解するための概ね1年間の滞在と、
その滞在費を補うための就労を認める相互協定。現在12カ国との
協定がある（2015年3月現在）。

ワーキング・ホリデー

用語 解説
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　少子高齢化に伴う国内市場の縮小や、事業のボーダ

レス化の進展により、大手企業を中心にますますグロ

ーバル化が進むなか、中小企業などでも海外展開の必

要性が高まってきている。しかしながら特に中小企業

では、海外で事業展開を担える人材や、国内でも海外に

関わる業務を担える人材が不足しており、グローバル

人材への求人ニーズが今後一層高まることは必須である。

　その一方で、海外就業体験をした若年者の雇用状況

は必ずしも良好であるとは言い難く、平成25年度厚生

労働省委託事業『海外就業体験が若年者の職業能力開

発・キャリア形成に及ぼす影響・効果に関する調査研究』

の報告書（以下、「H25年度調査」）によると、海外就業体

験が就職活動に有利になったと答えた割合は43.7％程

度であった。

　しかしながら、平成26年度厚生労働省委託事業『海

外就業体験が若年者の職業能力開発・キャリア形成に及

ぼす影響・効果に関する調査研究』の報告書（以下、

「H26年度調査」）では、海外就業体験を職場で発揮して

いる者は約7割に達し、業種や職種も問わないことが明

らかになっている。つまり、海外就業体験者と企業の双

方の意識が変わることで、より有効なマッチングが実

現できる可能性が高いと言える。

　2年目となる『平成26年度　勤労青少年の国際交流

を活用したキャリア形成支援事業［通称「Global ACE
（Global Action for Careers and Employability）」］』

では、1年目の経験や調査研究の知見を活かし、海外イ

ンターンシップやワーキング・ホリデー、語学研修、ボ

ランティアなどの海外就業体験のある若年者に対して、

その経験を活かした就職を実現できるよう、渡航前か

ら帰国後までの一貫したキャリア・コンサルティングを

実施した。

　当事例分析集では、上記背景のもと、Global ACE
で実施されたキャリア・コンサルティングの事例をもと

に、企業が求める人材に必要とされる能力・資質をどの

ように習得し、エンプロイアビリティを高めたかにつ

いて分析を試みた。

　その目的は、渡航者本人のみならず、若年者を海外へ

送り出す側や、帰国後に採用する側、キャリア・コンサ

ルタントなどを対象に、グローバル人材育成や若年者

の雇用創出につなげる一助となることである。

背景

目的

1

2
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本誌の構成3
H26年度調査結果や海外事例などから、
海外体験を通じたエンプロイアビリテ
ィ向上に関する情報を提示する。

海外体験とエンプロイアビリティ第 章

当事業で実施している支援内容を紹介
する。

Global ACEの
キャリア・コンサルティング第 章

就職成功者がコンピテンシーを高めた
成果とその要因を分析する。コンピテンシー向上の秘訣第 章

渡航前～帰国後の各フェーズにおける
コンサルティングや支援対象者の取り
組みに関する好事例から、そのポイント
を考察する。

成長のプロセス第 章

海外体験を就業で活かしているGlobal 

ACE参加者6名の渡航前～現在の軌跡
をたどる。

就職成功までの軌跡第 章

渡航前～就職活動にわたり、よくある相
談や各フェーズにおける反省事例を振
り返る。

相談事例、反省事例第 章

グローバル人材としてのエンプロイア
ビリティを高める海外体験とするために、
渡航者やコンサルタントのあるべき姿
を考える。

総括第 章

　　当事例分析集は以下の構成となっている。
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海外就業体験とは

1.海外インターンシップ

4

　インターンシップ制度は、元々米国で発足した

COOP教育（Cooperative Educationの略。産学連携

による実践的なキャリア教育の方法論）に由来し、大学

内だけでなく、産業界と共同で優秀な人材の育成を図

る趣旨で始まったものと言われている。一般的に欧米

の学生は、在学中に自らの将来のキャリア育成や志望

する企業の実態を学ぶ目的でインターンシップ（企業研

修）を経験している。また、欧米社会においてはインタ

ーン活動に対する認知度も高く、多くの大学や教育機

関でカリキュラムの中にインターンシップが組み込ま

れており、インターン活動終了時には正式な単位とし

て認定されている。また、就職活動においても、学生に

とってはこれから就職する職場や仕事内容を経験する

場として、企業にとっても学生の採用活動の一貫とし

て重要視されている。

　一方、日本におけるインターンシップとは、「経済構

造の変革と創造のための行動計画（平成9年5月閣議決

定）」による定義を踏まえ、平成9年9月に文部省、通商

産業省、労働省（当時）が取りまとめた「インターンシッ

プの推進に当たっての基本的考え方」において、インタ

ーンシップを「学生が在学中に自らの専攻、将来のキャ

リアに関連した就業体験を行うこと」として幅広く捉

えることとしている。

　近年、日本でもインターンシップに対する認知度が

高まっており、インターンシップを希望する学生数、受

入先側の企業数共に年々増加している傾向にある。また、

こうしたインターンシップに対する期待は、産業界と

教育界が人材育成における横断的課題や業種・分野的課

題などについて幅広く対話を行い、具体的な行動につ

なげる場として、平成19年10月に「産学人材育成パー

トナーシップ」が創設されるなど、徐々にではあるが欧

米型の制度へ移行しつつある。

（1）海外インターンシップ制度について

　世界における日本の担う役割が年々高まるなかで、

国際社会における実務経験を持つ人材のニーズは高ま

りつつある。これまで海外における実務経験と言えば、

外資系企業への就職や海外駐在員としての派遣などが

一般的であったが、より身近な方法として海外インタ

ーンシップが注目されつつある。海外でインターンシ

ップ活動を行っているインターンの実人数については、

現在までのところ公的な調査はなされておらず、統計

資料が存在していないため不明である。しかしながら、

海外の大学を卒業した日本人学生が、卒業後インター

ンシップ生として海外の企業で研修を積むケースが増

えており、国際的に学生インターンを促進するボラン

ティア活動の活性化、留学エージェントが提供する海

外インターンシッププログラム参加数増加の傾向を考

え合わせると、全体として増加傾向にある。また学生以

外でも、一旦日本で就職した社会人が自らのキャリア

開発のために、会社を辞めて海外の企業や団体で実務

経験を積むというケースも近年増加する傾向が見受け

られる。

（2）海外インターンシップ制度の内容

　海外インターンシップは、その活動場所に応じて次

のように類別できる。

　①については、企業によっては優秀な人材を事前に

確保するひとつの手段としてインターン制度を捉えて

おり、この場合、優秀なインターンはインターン期間終

了後に受入先企業／団体から労働査証の取得支援を受

けることで、正社員としての雇用につながるケースも

存在する。また、インターン先によっては活動内容によ

って給与を支給する場合もあるが、現地で給与を受け

　海外で就業体験をするアプローチは様々あるが、大前提として、Global ACEが主な対象とする海外インターンシ

ップとワーキング・ホリデーについて概要を紹介する。

一般の企業において
インターン活動を行うもの①

NPO団体やボランティア団体などの
非営利団体でボランティア活動を行うもの②

海外の学校で日本の言葉や文化を
日本語教師アシスタントとして教えるもの③

8
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る場合には、渡航前に報酬を得ることが可能な査証を

取得しなければならない。

　②、③については基本的に無報酬での活動が原則と

なる。したがって、現地の活動中に発生する生活費につ

いては自ら賄う必要があり、費用がかさむケースが多い。

なお、受入先によってはインターン活動中の住居につ

いて、社宅を無償で提供したりホームステイ先を紹介

したりする場合もある。

　インターンシップはアルバイトと異なり、賃金の獲

得が目的ではなく、あくまで実務を通して経験を積む

ことが目的であるため、一般的には無報酬となるケー

スも多い。現地で活動中に必要となる資金については、

事前に十分に準備しているかどうかが目的の成否を左

右する。

2.ワーキング・ホリデー

　ワーキング・ホリデー制度は、2国間の協定に基づいて、

それぞれの国の青少年（多くの場合18～30歳）が、原則と

して最長1年間異なった文化のなかで休暇を過ごし、その

間の滞在資金を補うために付随的に就労することを認め

る特別な制度である。「ホリデー」の名が示す通り、一種

の休暇制度ではあるが、多くの場合、資金の乏しい青少

年が1年間にわたって外国で生活するためには、一定の収

入が必要であることから、旅行、滞在などのための資金を、

現地で働きながら獲得することを認めているものである。

それぞれの国の労働市場への影響を配慮しつつ、就労を

も認める意味で、特別な制度として送出国と受入国の2国

間で協定している。

　したがって、この制度は観光や留学、就業などと区別し

ての入国、滞在などを認める特別の査証（ワーキング・ホ

リデー査証）の発給により実施されるものであり、その要

件などは2国間で随時決定される。

　このように本制度は、2国の青少年を長期にわたって相

互に受け入れることによって、広い国際的視野を持った

若者を育成し、ひいては両国間の相互理解、友好関係を

促進することを目的としている。

（1）対象国

　わが国政府は、ワーキング・ホリデー制度が特定国との

青少年交流促進のために、相手国の文化、生活実態など

を理解する機会として有意義であるとの判断から、1980
年にオーストラリア政府との間で協定を締結したのを皮

切りに、85年にニュージーランド、86年にカナダ各政府

との間で協定を締結し、以来30数年の間、この3ヵ国との

間でワーキング・ホリデー制度を実施してきた。その後

1999年に韓国とフランス、2000年にドイツ、2001年に

イギリス、2007年にアイルランドとデンマーク、2009
年に台湾、2010年に香港、2013年にノルウェーと協定

が締結され、現在では12ヵ国で実施されている。

　なお、わが国とイギリスとの協定では、発足当時、ワー

キング・ホリデーによる労働市場への圧迫がイギリス国

内で問題視されていたことや、既にイギリスには英連邦

諸国を対象としたワーキング・ホリデー制度が存在して

おり、それと区別する必要上、ワーキング・ホリデー制度

との呼称は使わず、YES［Youth Exchange Scheme
の略。現在はYMS（Youth Mobility Scheme）と改名］

との呼び名のもとに、滞在可能期間1年間（現在は2年間）、

年齢は18～25歳（現在は30歳まで）の制度として発足し

た。

　この制度の所管は、出入国管理の観点から法務省が、

在外邦人保護の観点から外務省が、さらに勤労青少年を

中心とした青少年対策の観点から厚生労働省が管轄して

おり、3省の共管となっている。

（2）制度利用者数

　わが国のこの制度利用者は、査証発給数でみると年々

増加しており、ここ数年、年間約2万人、累計では約40万

人が渡航している。

　渡航先の国別では、オーストラリアが毎年約7,000～

10,000人で最も多く、次いでカナダの約6,000人、ニュ

ージーランドの約3,000人となっており、その他の国々

は人数制限もあってそれぞれ100～1,000人となっている。

　他方、来日青年は2012年に約9,300人、累計約13万人

となっている。来日青年の出身国では、韓国の約5,000人

が最も多く、次いで台湾、オーストラリアがそれぞれ約

1,600人、約600人、それに次ぎフランス、イギリスが

400～500人、カナダ、ドイツ、香港が約300人と続いて

いる。

　わが国の場合、ワーキング・ホリデー査証での出入国の

数が同数でなく、韓国を除き、各国とも日本から渡航する

者の数が、来日する者の数を大きく上回っているのが特

徴である。

　また、年間の査証発給数に制限のある国もあり、わが国

との関係では、カナダ6,500人、英国1,000人、アイルラ

ンド400人、台湾2,000人、香港250人までとなっている。
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大いに発揮している やや発揮している どちらでもない あまり発揮していない 全く発揮していない

0 20 40 60 80 100（％）

マーケティング（広報）・商品開発 41.0 41.0 17.9

役員・管理職 44.4 33.3 22.2

貿易実務 26.1 60.9 13.0

教員・インストラクター 36.8 47.4 5.310.5

その他 10.5 15.8 31.642.1

研究開発 37.9 27.6 27.6 6.9

システム開発・設計 23.8 47.6 19.0 7.1
2.4

事務職
（総務・人事・経理・法務・アシスタントなど） 26.1 50.0 21.7

2.2

生産・製造 9.7 41.9 6.538.7
3.2

営業・販売（接客など） 26.9 44.9 5.121.8
1.3

通訳・翻訳 39.5 34.2 23.7
2.6

　海外（就業）体験が、帰国後の就職活動や就業にどの程度活かされているかを把握するために、H26年度調査では、

海外就業体験者の雇用実績（または雇用意向）を有する企業向けと、海外就業体験者自身へのアンケート調査を実施した。

　海外体験がどのようにエンプロイアビリティに寄与するかについて、平成26年度にJAOSが厚労省から委託され

た『海外就業体験が若年者の職業能力開発・キャリア形成に及ぼす影響・効果に関する調査研究』（以下、H26年度調査）

の結果や、EUが実施しているエラスムス（ERASMUS：European Region Action Scheme for the Mobility 

of University Students）プログラムという交換留学制度の評価レポートを紹介する。

1.企業の視点

　国内328社の人事に関わる責任者（経営者も含む）へのアンケート調査のなかで、「海外就業体験者が海外体験をど

の程度職場で発揮できているか」という設問への回答では、以下の通り、どの職種でも半数以上が発揮していることが

明らかになった（海外就業体験者の採用実績がある172社の回答）。

H26年度調査の結果2

概要1

11



　さらには、「研究開発」「生産・製造」以外の職種では、発揮しているとの回答が70％以上にのぼり、あらゆる職種で

海外体験が発揮されていることがうかがい知れた。

　また、海外就業体験者が同世代と比較して優れていると思われる能力・資質（合計21項目）に関しては、半数以上

の企業から優れていると回答されたものは以下の通りであり、「採用時に重視する能力・資質（合計21項目）」の上位

項目と多くが合致していることがわかる（調査対象328社の回答）。

① 語学力 （71.9％）
② チャレンジ精神 （66.8％）
③ 異文化適応力 （64.7％）
④ 好奇心 （63.7％）
⑤ コミュニケーション力 （61.9％）
⑥ 実行力 （59.8％）
⑦ 主体性 （59.1％）

海外就業体験者が同世代と比較して優れていると
思われる能力・資質

① 実行力 （92.7％）
② コミュニケーション力 （90.9％）
③ チャレンジ精神 （89.6％）
④ 仕事への意欲 （89.6％）
⑤ 主体性 （89.3％）
⑥ 柔軟性 （88.1％）
⑦ 好奇心 （83.2％）

採用時に重視する能力・資質
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　過去に海外就業体験を行った者553名へのアンケート

調査のなかで、「海外就業体験によりどのような能力・資

質が向上したか」という設問に対し、「異文化適応力」「語

学力」「好奇心」「チャレンジ精神」の項目において30％以

上が「大いに向上した」と答え、「向上した」を加えれば、い

ずれも80％程度が変化を感じていることがわかった。

　また、上記以外にも70％以上が「向上した」と回答した

項目は、「主体性」「実行力」「コミュニケーション力」「柔軟

性」「日本人としてのアイデンティティ」などであり、企業

の視点と相違ないことがうかがい知れた。

大いに向上した 向上した どちらでもない 低下した かなり低下した 無回答

0 20 40 60 80 100（％）

主体性
（物事に進んで取り組む力）

実行力
（目標を設定し確実に行動する力）

好奇心
（新しいことに興味・関心を持つ心）

チャレンジ精神
（挑戦する力）

リーダーシップ
（チームの目標を掲げ、周囲を巻き込む力）

論理的思考力
（現状分析を通じ目的や課題を明らかにし、解決策を設計できる力）

独創力
（独創的な発想でゼロから新しい価値を生み出す力）

起業家精神
（自ら新しい事業を立ち上げようとする気概）

ストレス対応力
（ストレスの発生源に対応する力や強い精神力）

コミュニケーション力
（自分の意見をわかりやすく伝えたり、相手の意見を丁寧に聴いたりする力）

柔軟性
（意見の違いを理解したり、状況に応じて柔軟に対応したりする力）

協調性
（他者と協力し合い物事に取り組める姿勢）

規律性
（社会のルールやマナー、他者との約束を守る姿勢）

語学力
（外国人と母国語以外で意思疎通できる語学力）

異文化適応力
（他国の社会や文化を積極的に理解・受容・評価する力）

日本人としてのアイデンティティ
（自国の社会や文化の長短を客観的に認識したり、伝えたりする力）

仕事への意欲
（仕事へ取り組む情熱やモチベーション）

組織への定着度
（自社文化との相性や組織への帰属意識）

仕事のマネジメント力
（仕事の段取りや計画ができ、円滑に業務を遂行する力）

専門的な知識やスキル
（自社の業務に関する知識や技能、資格など）

人的ネットワーク
（国内外問わず幅広い人脈の有無）

その他

21.2 55.7 21.7
1.4

1.3

2.0

1.6

2.0

1.8

2.2

2.2

1.1

3.4

0.9
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1.4 1.4 1.3

0.2

0.2

0.4

0.2

1.3

0.9

0.4

1.3

0.5

0.4

0.2

0.5

2.2

0.2

0.2

22.6

34.4

30.7

9.2

12.1

14.8

7.1

17.7

27.7

29.3

16.3

11.9

36.7

40.5

26.2

10.5

7.2

8.0

11.0

21.3

5.8 51.0

45.2 30.4

39.1

30.7 53.0 5.1

26.4 59.5 6.0

26.9 53.5 10.1

37.1 44.5 7.4

45.8 25.1

46.1 12.3

47.4 14.6

34.7 47.7 5.1

46.1 32.9

48.1 21.2

49.9 19.9

41.4 33.6 6.3

23.1 58.6 9.9

36.7 46.1

30.9 55.2

26.4 62.0

46.7 21.0

46.8 16.6

56.2 19.7

0.4

2.海外就業体験者の視点
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　The Erasmus Impact Studyによると、海外経験

が豊かな学生は、そうでない学生に比べ長期の失業に

陥る割合が半分であり、さらに卒業後5年間における

失業率も23％低いことが明らかにされた。当調査はエ

ラスムス（ERASMUS：European Region Action 

Scheme fo r the Mob i l i t y o f Un ive rs i t y  

Students）プログラムというEUの交換留学制度の評

価と改善を図るために行われたものであるが、海外体

験は若者のキャリア形成に寄与することが定量的に証

明された報告書と言える。

　渡航前後の性格テストによると、寛容性や自信、課

題解決力、好奇心、自身の強み／弱みの自覚、決断力な

どといった汎用的な能力・資質が、非渡航者と比較して

平均42％ほど向上していることがわかった。そして

90％以上の学生が、他国に関わる知識や、他国籍の

人々とのコミュニケーションや協業、適応性、語学力

などが向上したと認識し、さらには99％の学生が自信

と適応力が大いに向上したと回答している。

　

　一方、雇用主の92％が、海外体験で培われた本人の

性格上の特性に期待をこめていることもわかっている。

例えば、先ほど挙げた寛容性、自信などをはじめとし

たソフトスキルと呼ばれる汎用的な能力・資質の優位

性を認めているようである。

　さらには雇用主の64％が採用時に海外経験を重要視

するとし（2006年調査では37％）、国際的なバックグ

ラウンドを持った卒業生には、業務上より大きな責任

を与えると答えた雇用主も同じく64％に至る（2006
年調査では51％）。

　そして、エラスムス参加者のうち77％が卒業後10
年以内にリーダーシップのポジションにつき、海外経

験のない者に比べ管理職につく比率が44％高いという

結果も出ている。

海外事例3
1.The Erasmus Impact Study
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　一般社団法人JAOS海外留学協議会が厚生労働省職

業能力開発局海外協力課から『平成26年度　勤労青少

年の国際交流を活用したキャリア形成支援事業』［通称

「Global ACE（Global Action for Careers and 

Employability）」］を委託され、海外インターンシップ

やワーキング・ホリデー、語学研修、ボランティアなど

の就労に関わる海外経験のある若年者に対して、その

経験を活かした就職を実現できるよう、キャリア・コン

サルタントによる渡航前から帰国後までの一貫したキ

ャリア・コンサルティングを実施した。

　主な活動として、①体制構築、②告知・募集、③キャリ

ア・コンサルティング、④キャリア支援Webシステム

の運用、⑤帰国後研修の実施、⑥調査研究などを行った。

　実施体制としては、JAOSが実施本部として当事業の運営を担うと同時に、連絡協議会を形成し事業の推進を図った。

概要1

❷

募集

就職

（支援
対象外）

委託

申込み 募集

連絡協議会

渡航前（中） 渡航中 帰国後

キャリア・コンサルタント

企
業

JAOS（実施本部）

管理運用

・ 能力開発計画
・ ジョブ・カード
・ ブログ
・ 海外体験評価

申込み

推薦
企業ニーズの

収集

体験者
実態調査

キャリア支援Webシステム

Webを通じた
コーチング

ジョブ・カードの
作成支援

帰国後研修の
実施

ツールの活用、
支援過程の蓄積

コンサルタント研修実施、
各種情報の提供

能力開発計画の
作成支援

❶

❶

❹

❸
❺

❻

❻

❷

❶

❶

❹

❸
❺

❻

❻

厚
生
労
働
省

●事業スキーム

1.事業スキーム

　留学事業会社が属する業界団体。留学に関する諸問題の解決を図ると共に、安心できる留学環境実現のため、会員相互や国内外の教育機関、

関係省庁、在外公館などとの連携を密にし、留学に関わるあらゆる者に対して、十分な情報提供や、留学教育・指導に必要な各種技能の研修・

研究、留学トラブルなどの相談助言に関する事業を行い、消費者の保護と国際社会に貢献できる人材の育成に寄与することを目的とする。

　主に募集や各種調査などにおける当事業の推進に協力する国内外の留学事業会社や語学学校、旅行事業者など海外渡航支援機関の集まり。

JAOS会員含め47機関から構成された。

（1）JAOS

（2）連絡協議会
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2.キャリア・コンサルティング

　厚生労働省管轄のジョブ・カード講習を修了し、かつキャリア・コンサルティングの経験を重ねてきた、海外体験にも通じたコンサルタン

ト24名を組織化した。

（1）キャリア・コンサルタントの募集

①キャリア・コンサルティングの概要

渡航前～帰国後まで同一のコンサルタントが以下のようなサポートを実施した。

a. 渡航前：ジョブ・カードをもとに能力開発計画の作成

b. 渡航中：Webを介して渡航者からの活動報告や質問などへ返答（随時）

　　　　　　　月に1度のSkypeによる月次コーチングを通じて、能力開発に関わる助言や質疑応答などを実施

c. 帰国後：海外体験評価シートに渡航の成果を整理し、ジョブ・カードの完成を支援

（2）キャリア・コンサルティング実施

●キャリア・コンサルティングの流れ

渡航者 キャリア・コンサルタント活用ツール

渡
航
中

帰
国
後

能力開発シートの更新

ジョブ・カードの更新・完成

海外体験評価シートの作成

就職支援セミナーへの参加

オンデマンドWEB講座の受講

就職セミナー

自己分析を通じて渡航目的を確認し、
渡航中の目標を立てます。

目標を立てる❶

または

海外体験レポート（外部非公開）に
渡航中の活動内容を記録します。

❷ 過程を記録する

海外体験を振り返り、
就職に向けた対策・準備を行います。

成果を整理する

目標設定シートの作成

能力開発シートの作成

ジョブ・カードの作成

渡航者専用ページ

対面またはSkypeミーティングを通じて
渡航中の計画制作をサポートします。

レポートに投稿された質問・
相談への返信や、

Skypeミーティング（月１度）を通じて
計画達成に向けたアドバイスを行います。

海外体験シート、ジョブ・カードの
作成をサポートします。

また、就活に向けて企業の
ニーズに合わせた履歴書の作成や
面談の対策を支援します。

渡
航
前
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　履歴シート（学習歴、資格など）、職務経歴シート、キャリアシ

ート（就業に関する目標・希望）の3種からなる厚労省推奨の履歴

書フォーマット。

　まず渡航前に渡航者自身が記載し、帰国後にキャリア・コンサ

ルタントと一緒に海外体験評価シートをもとに渡航中を振り返

りながら完成させる。

a.ジョブ・カード

　企業の求めるコンピテンシー（能力・資質など）を自己診断し、

向上を図りたい能力について育成計画を立て、渡航中に進捗チ

ェックや計画の見直しなどを行う。

c.能力開発シート

　帰国後にキャリア・コンサルタントと一緒にコンピテンシー

の向上度合いを確認し、どのような活動や意識がその成果につ

ながったのかを整理する。

e.海外体験評価シート

　自分の強み・弱みや、将来のありたい姿、渡航で得たい成果、渡

航中のありたい姿などの項目からなり、渡航前にキャリア・コン

サルタントと一緒に作成する。

b.目標設定シート

　渡航者の個人ページにあるブログ形式のコミュニケーション

ボード上で、担当コンサルタントへの質問・相談や活動ログ、能

力開発の進捗などを書き込み、コンサルタントとの意思疎通を

通じて、モチベーションの維持や不安解消を図る。

d.Webシステム

②活用ツールの概要
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　Global ACEでは、社会人基礎力や産業界が求める人材像、海外就業体験で習得できる能力を踏まえ（補足資料1
を参照）、企業が求める能力・資質に見合ったコンピテンシー（海外就業体験版）を定義している。

　企業で重視され始めているダイバーシティー（多様性）と最も関連がある項目である。文化の違いを受け入れ、認め、

尊重し合うことができるかどうかはグローバル人材にとって必要不可欠な部分である。他国籍の人々と仕事を進める

機会が増えてくるなかで、知識としての文化やルールの理解など、最低限度の知識を身に付けることが重要であろう。

　海外生活の成果としては最もわかりやすい能力と言えよう。TOEICなどで英語コミュニケーション能力を客観化

することが望まれる。高評価であれば、グローバル志向の企業の就職活動にも優位に働かせることができる。

（1）語学力
❶ 外国語で日常会話ができる
❷ 外国語の新聞、広告、パンフレット、カタログなどから必要な情報を見付けることができる
❸ 外国語で感謝や謝罪の気持ちを表した手紙を書くことができる

（2）異文化適応力
❶ 異文化に興味を持ち、溶け込むことができる
❷ 自分とは異なる意見を持つ人を柔軟に受け入れることができる
❸ 異なる文化の習慣、思考方法の違いなどを認め合うことができる

　コミュニケーションを図るうえでの世界標準のフレームワークとして位置付けている。相手にいかにわかりやすく

伝えるかはグローバルコミュニケーションにおいての共通要素である。日本人特有の場や雰囲気を察する能力は異文

化の人々には通用しないことを認識しなければならない。言葉と数字を駆使し、わかりやすく組立ててプレゼンテー

ションをすることにより、相手の理解と共感が得られる。

（3）論理的思考力
❶ 発言の筋道を立てて話をすることができる
❷ 相手の意見を要約して、自分の言葉で言い換えることができる
❸ 事実やデータに基づいて物事を考え、表現することができる

Global ACEで定義する海外就業体験
・コンピテンシー2
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　異国の地に身を置くことで様々な軋轢や戸惑いが生じる。このような困難な状況を乗り越えることで、ストレス対

応力を獲得することができる。ストレスの処し方で重要なことは、ポジティブに捉えることができるかどうかである。

どんなに悲観的な状況に陥っても、良い意味で開き直ることができ、今の自分が一皮剥けるチャンスであると捉える

ことができるか否かがポイントとなる。

（4）ストレス対応力
❶ ストレスを感じることがあっても、ポジティブに捉えて対応できる
❷ 自分の感情をコントロールできる
❸ ストレスを感じることがあっても、誰かに助けてもらいながら努力して乗り越えることができる

　現状に決して満足することなく、いつでも創意工夫し、改善していこうという意識が大事である。これが「変革」に

つながっていく。目的意識・危機意識・当事者意識を持っているかどうかが鍵となる。これらの意識があれば、問題発見、

問題解決、新しい価値創造へとつながっていくであろう。提案を通すためには周りを巻き込んでいくリーダーシップ

力（統率力）も兼ね備える必要がある。

（6）提案力（創意工夫する力）
❶ 日々の業務の中から問題を発見し、新しい解決方法を提案することができる
❷ 業務の中での課題を、周囲を巻き込みながら解決することができる
❸ 業務や事業に関する建設的な提案をすることができる

（5）主体力

❶ 適切な質問によって、自分が知りたい情報や相手の意見を引き出すことができる
❷ アルバイトやボランティア、各種アクティビティなどに積極的に参加したり、他者との交流を図ることができる
❸ 目的を明示し、周囲に働きかけ、積極的な行動を促すことができる

　特に日本人に見受けられる、質問をしないことが美徳のような考えは世界では通用しない。また、あらゆる機会に主

体的に取り組むことで、限られた期間でも大きな糧となり、リーダーシップを養うことにもつながる。
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　コミュニケーション力とは「話す力」だけではなく「聞く力」も重要である。きちんと相手の話を聞くことができなけ

れば、的確な問題解決ができない。その意味で、傾聴する力がベースとなる。今後はコミュニケーションツール（情報発

信ツールおよび情報収集ツール）を上手に使いこなせるかどうかも必要となる。ITリテラシーの高さも間接的であるが

要求されるだろう。

（7）コミュニケーション力
❶ 自分の意見を的確に伝えることができる
❷ 相手の意見を丁寧に聞いて意思の疎通ができる
❸ 場面に応じて適切に伝達手段（口頭・Ｅメール・SNS・電話）を活用することができる

　計画だけで終わらず、勇気を持って走り出し、きちんと成果を出すまで遂行できるかどうかが重要である。臆して実

行に移さなければ何も変わらない。海外体験を通じて新しいことに果敢に挑戦していくことで養われていくであろう。

ますます多くの企業がグローバル展開していくなかで、未開の分野を切り開いていく人材は重宝されると思われる。

（8）実行力（チャレンジする力）
❶ ものごとに粘り強く取り組むことができる
❷ 目的の達成に向かって、失敗を恐れずにチャレンジすることができる
❸ 自ら目標を設定して、計画的にやり遂げることができる

21



22



コンピテンシー
向上の秘訣

第  章



概要1
就職活動に成功した支援者を対象に、コンピテンシー向上の成果とその要因について事例を紹介する。

コンピテンシー向上の成果と要因2
1.コンピテンシー向上の度合い

　8つの能力について、そのレベルを渡航前と帰国後の

各時点で5段階（1「ほとんどできない」、2「20～30％

程度できる」、3「50％程度できる」、4「70～80％程度

できる」、5「ほとんどできる」）で自己評価した結果をグ

ラフで示す。

　最も向上したのは、1.0ポイント増の語学力であった。

次に主体力（0.9ポイント増）、異文化適応力、ストレス

対応力（共に0.7ポイント増）と続き、0.6ポイント増は、

コミュニケーション力、実行力（チャレンジする力）で

あった。なお、全体平均でみると、渡航前（3.3）と帰国

後（4.0）では0.7ポイントの向上であった。

語学力

0.0

3.1

3.6

3.2

3.5

3.1

3.1

3.6

3.7

4.1

4.4

3.7

4.2

4.0

3.5

4.1

4.3

1.0 2.0 3.0 4.0 5.0

異文化適応力

論理的思考力

ストレス対応力

主体力

提案力（創意工夫する力）

コミュニケーション力

実行力（チャレンジする力）

渡航前 帰国後

●能力開発成果の自己評価
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2.コンピテンシー別の成果と要因

　各コンピテンシーが、どのような要因でどの程度向上したのかを一部紹介する。

（1）語学力

成果 要因

①外国語で
日常会話ができる

ネイティブの話す非常に速いスピードの会
話に当初は苦労したが、聞き返す、確認する
などしてなんとか意志疎通を図った。リスニ
ングスキル、スピーキングスキル、語彙力が
上がった。

英語環境に身を置くことを常に意識し、日本
人以外の友人と一緒にいることを心掛けた。
結果的に他国の友人から、発音や多様な表現
を学ぶことができ、異文化理解にもつながっ
た。日本人同士でも英語で話すよう心掛けた。

自信を持って会話ができるようになった。わ
からない・聞き取れない時はきちんと聞き返
すようになった。

間違いを恐れずに、できるだけ会話をするよ
うにした。意識して海外の友人と出かけたり、
イベントに積極的に参加して話す機会を作
ったりした。

医学的な話など、少し難しい日常会話もでき
るようになった。

ホストファミリーと暮らすなかで、日常的に
も深い話をするようになった。

②外国語の新聞、
広告、パンフレット、
カタログなどから
必要な情報を見付
けることができる

海外のサイトを抵抗なく見られるようになり、
検索範囲が広がり、英語で書かれた情報も収
集できるようになった。

毎日、新聞を読むことを心掛けたり、海外の
サイトを見たりしていた。

現地のサイト、新聞を利用して、住居や仕事
先を探すことができた。

現地での職探しにおいて、あらゆる情報（現
地のニュース、事件、天気予報など）を地元メ
ディアを用いて、日常的に英語で収集してい
た。新聞配達のアルバイトをしていたので新
聞を手にすることができる環境だった。

③外国語で感謝や
謝罪の気持ちを表
した手紙を書くこ
とができる

単純にThank youや I'm sorryだけでなく、
理由や自分の感情なども添えられるように
なった。日本語よりも英語の方が伝えやすい
思いもあると思った。

誕生日や引越しの時に手紙を書いたり、
Facebookやメールなどを通して英語での
やりとりをしたりする機会が日常的にあった。
また、インターネットでネイティブが使う言
い回しなども調べて積極的に使うようにし
ていた。

ホストファミリーの誕生日にバースデーカ
ードを送ったり、毎日、エッセイなどの文章
を書いたりして、カジュアルなものからフォ
ーマルな文まで書けるようになった。

書くことの重要性を認識し、意図的にライテ
ィングに力を入れるようにした。
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（2）異文化適応力

成果 要因

①異文化に興味を
持ち、溶け込むこ
とができる

その国の文化、宗教、環境などを学んだこと
によって、日本で生活していた時の固定概念
を捨て、グローバルなレベルでのものの考え
方ができるようになった。

国際都市に滞在していたので、異文化に溶け
込みやすかった。

異文化を知るなかで、自分は日本人らしい人
間であることに気付かされた。時にその場の
雰囲気に溶け込めないこともあったが、日本
にはない習慣や文化を日常生活に取り入れ
ることができた。

様々なことに興味を持つ性分である。
当たり前だと思っていた価値観が当たり前
ではないことを学んだ。

ホストファミリー・アルバイト・ルームシェア・
学校など、日本人のいない環境で生活をし、
様々な国の文化に触れることができた。

なるべく日本人、日本語から離れるような環
境作りに努め、出会いにも恵まれた。

②自分とは異なる
意見を持つ人を柔
軟に受け入れるこ
とができる

以前よりも人の意見を受け入れる受け皿が
大きくなったと思う。異なる意見に触れる機
会があった際は、「そのような意見もあるの
だな」と思うようにしていた。自分とは異な
る意見を持つ人に興味を持って話を聞くこ
とができるようになった。

英語では自分の言いたいことが上手く伝え
られなかったため、相手の意見を聞く機会が
多かった。また、海外ではしっかりと自分の
意見を持っている人が多く、彼らの意見に興
味を持つことができた。

自分の考え方が全てではないということを
再認識し、より幅広く様々な人の意見を受け
入れ、たとえ違った意見を持っていたとして
も、それもひとつの考えなのだと自分のなか
で整理し、消化できるようになった。

シェアハウスでの他国の人との共同生活や、
現地家族との暮らしのなかでだんだん身に
付いた。相手の考えを柔軟に受け入れようと
心掛けた。

文化や価値観の違う人達と接する際に、自分
と違う人の意見や考えなどを否定すること
なく、受け入れることができるようになった。

人はそれぞれ考えが違うと思い、相手を知ろ
うとする好奇心を持っていた。

③異なる文化の習
慣、思考方法の違
いなどを認め合う
ことができる

以前は日本人らしい凝り固まった意見を持
っていたが、海外では正反対の考え方を持っ
ている人も多く、気付けばそれらの意見も好
きになっていた。

様々な国の人と出会い、考え方は人それぞれ
で、互いの意見を交わすことの面白さを実感
できた。

違う考えや価値観を持っている人と本当に
理解し合うのは不可能に近いくらい難しい
ということを知り、理解し合うというよりも、
違いを認識してお互いの存在を認め合うこ
とがゴールだと考えが変わった。

当たり前だと思っていた価値観が当たり前
ではないことを、友人との会話から学んだ。
異なる考えの人達に、溶け込むことはできる
が、深いレベルで共感することは難しいと思
った。

生活様式、生活習慣、食生活にすぐに慣れ、ス
トレスをあまり感じることなく生活するこ
とができた。

快適に過ごすために、異なる文化の習慣や思
考方法の違いを認め、学ぼうと心掛けた。
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（3）論理的思考力

成果 要因

①発言の筋道を立
てて話をすること
ができる

結果や結論、話のポイントから話せるように
なった。

先生の指導で、英語で話す時は結論を先に言
ったり、伝わりやすいようにシンプルな言葉
で簡潔に話したりすることを常に心掛けて
いた。

自分の考えを組み立て、きちんと伝えること
ができるようになった。

自分の考えを伝える必要性に迫られ、自ら本
を読んだり、データを調べたり、裏付けを持
って話し、伝える習慣が身に付いた。

意見を言う際にその根拠、理由もつけて発言
するようになった。

学校で意見とその理由を聞かれる機会が多
かった。

②相手の意見を要
約して、自分の言
葉で言い替えるこ
とができる

相手が何を伝えたいのかを、言葉だけでなく
表情などから察し、相手の立場を考えて言葉
を選ぶことができるようになった。

円滑にコミュニケーションを取るために必
要性を感じ、英英辞書をできるだけ使い、同
じ意味の単語を覚えるように意識し、ボキャ
ブラリーを増やす努力をした。

聞き間違いを防ぐ意味でも、常に相手の話を
聞いた後は自分の言葉で「～という私の理解
で正しいですか」と確認するようになった。

非ネイティブスピーカー同士で話している
場合、お互いの理解の確認に時間がかかり、
話が少しずつしか進まないこともあるなかで、
コミュニケーションの齟齬がないよう心掛
けた。

③事実やデータに
基づいてものごと
を考え、表現する
ことができる

新聞配達のアルバイトで配達ルートの効率
化を実現した。

業務内容を把握し、仕事の効率化を考えて業
務の時間短縮を提案することができた。

日本を紹介する時に人口や面積などの客観
的データを使って説明した。株価や経済の話
をする際は数字を使って根拠を示し、自分の
意見を表現した。

友人の国の印象や日本のマスメディアから
知ったことを友人に伝えた際、事実と少し違
うと指摘されたため、データを用いて説明す
る必要に迫られた。

自分の興味のある分野や勉強した分野であ
れば表現することができる。語彙力とリスニ
ング力を伸ばすことは今後の課題と感じて
いる。

ホストファミリー、友人とのコミュニケーシ
ョンは必ず英語を使おうと心掛けた。
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（4）ストレス対応力

成果 要因

①ストレスを感じ
ることがあっても、
ポジティブに捉え
て対応できる

この状況から何か学ぶものがあるはず、落ち
込まずに前向きに打開策を探していこうと、
ストレスフルな状況をポジティブに捉える
ようになった。

現地で想像を超える色々な人生を歩んでき
た人と出会い、そのような友人達が困難にめ
げず前向きに生きていく姿に驚き、励まされ、
また勇気をもらった。私もその友人達のよう
になりたいと思った。

異文化にストレスを感じることが多かったが、
「海外で生活しているのだから仕方がない」
と気持ちを切り替えることができた。

ホストファミリー、友人、先生など、周りの影
響。辛い時には渡航の目的を再確認した。

前向きな性格の方々に影響され、ネガティブ
な気持ちを持ったまま生活するということ
はなかった。

現地の方は失敗を気にせずに、心にゆとりの
ある人が多かった。

②自分の感情をコ
ントロールできる

感情的になっては冷静な判断ができないと
思い、感情や行動をコントロールできるよう
になった。

英語ではなかなか自分の感情を伝えることが
難しく、我慢することも多かったが、様々な経
験を通して、自分のことをよく知ることができた。

不安な時も自分の殻にこもるのではなく、人
に相談したり、つらいということを冷静に表
現しようと努力するようになった。

感情を抑える＝感情のコントロールだと思
っていたが、お互いをより深く理解するため
には、感情を表すことが必要な時もあると考
えるようになった。以前は自分の感情を抑え
るように努めていたが、それは最善ではない
と考えるようになった。

以前は感情を抑えていたが、ストレスを感じ
ながらも自然な対応が取れるようになった。

自分の殻に閉じこもらず、自分の考えを的確
に表現できるようになった。

③ストレスを感じ
ることがあっても、
誰かに助けてもら
いながら努力して
乗り越えることが
できる

人の助けが欲しい時、相談に乗って欲しい時
は、自分から積極的に周りの人に助けを求め
るようになった。

誰も知り合いのいない土地に行き、黙ってい
ては誰も助けてくれない、自分から動かなくて
は何も変わらないということを、身をもって感
じた。それと同時に、助けを求めれば人は協力
してくれるものだということを知った。とても
親身になってくれる友人に出会い、以前より人
を信頼するようになった。

1人でできる仕事、勉強には限界があると理
解し、協力を仰ぎ、結果を出そうと思えるよ
うになった。

周りの人の支えがあった。日本語を話したい
時や、自分の気持ちをストレートに表現したい
時は、日本人の友達とゆっくり話をする時間を
作ったり、日本にいる友人や家族に話をした。
自分自身の英語力が本当に伸びているのか不
安に思う時には、友人やカウンセラーに相談
して、モチベーションを維持するよう心掛けた。

困った時には友達に相談して、仕事が見付か
らなかった時も紹介してもらった。

なんでも話せる友人ができた。不安なこと、
自分の悩みを包み隠さず打ち明けることが
でき、いつも心から励ましてくれた。
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（5）主体力

成果 要因

①適切な質問によ
って、自分が知り
たい情報や相手の
意見を引き出す
ことができる

以前は英語で質問することができなかった
が、躊躇せずに質問するようになった。

相手との会話を広げるためにも質問を盛り
込むことを意識して会話した。質問せずに知
ったふりをしている方が後で困る、自分の成
長につながらないということを感じた。

質問をすることはコミュニケーションの一
部であって、質問内容まで気にしすぎなくて
いいと考えるようになった。

学校で気になったことをどんどん質問する
生徒たちを目のあたりにした。先生や友人達
との会話のなかで、質問をすることは良いこ
とだという価値観を多くの人が持っている
ことを感じ、「自分の質問内容がもし変だっ
たらどうしよう」という恐怖感を感じなくな
った。

②アルバイトやボ
ランティア、各種
アクティビティな
どに積極的に参加
したり、他者との
交流を図ったりす
ることができる

日本語教師、ボランティア、インターンシッ
プ、イベント企画、住み込みなど様々なこと
にチャレンジした。

チャンスがあればなんでもチャレンジする
という精神で過ごした。

毎日のように外に出て、他者との交流を図っ
た。

限られた期間で、毎日を無駄にしたくなかっ
た。

新しい人と知り合うことへの緊張感を以前
ほど持たなくなった。積極的に行動した結果、
日本にいた時よりも幅広い人と接すること
ができ、友人関係でも自分から誘うようにな
った。

様々な人と接する楽しさを知った。回を重ね
るごとに、新しい場所へ飛び込む恐怖心が減
っていった。

③目的を明示し、
周囲に働きかけ、
積極的な行動を促
すことができる

自分の目標を達成するためには周囲の協力
と自己の積極性が不可欠だとわかり、実行で
きるようになった。

海外では主張し周囲を巻き込んでいく積極
性が必要だとわかった。

以前は「目的が果たせない可能性があるし、
やめておこう」と考えるだけだったが、今は
「もしかして無理かもしれないけど、まずは
提案してみよう」と考えるようになった。ア
ルバイトでも、自分の考え、目的などを周り
に伝え、協力してもらうようにお願いできる
ようになった。

小さな出来事の蓄積で、自分から発信するこ
とへの恐怖心がなくなったから。
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（6）提案力（創意工夫する力）

成果 要因

①日々の業務の中
から問題を発見し、
新しい解決方法を
提案することがで
きる

アルバイト先で、古い値付けリストの更新を
提案した。

自分の意見を積極的に表現するようになった。
お店をより良くしたいと思うようになった。

新聞配達の配達ルートの改善に貢献した。 業務を理解し、解決方法や正しいと思ったこ
とを上司に伝えられる論理的思考が身に付
いた。

②業務の中での課
題を、周囲を巻き
込みながら解決す
ることができる

閉じこもらず周りを巻き込むことが、仕事の
円滑化につながった。

友人と通勤途中にどのように工夫すれば良
いか、話し合った。

③業務や仕事に関
する建設的な提案
をすることができ
る

自分のミスと向き合い、分析し、同じミスを
繰り返さないように今後どうすれば防げる
かを考えるようになった。

自分がミスをした時も、なぜ起こったか、ど
うすれば再発を防げるかまでを考えて報告
するようにした。
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（7）コミュニケーション力

成果 要因

①自分の意見を的
確に伝えることが
できる

日常生活において、自分の言いたいこと、伝
えたいことは相手に理解しやすい表現を考え、
発信できるようになった。また自分の言いた
いことが正しく伝わらなかった場合でも、訂
正して言い直すことができるようになった。

英語ではとにかくシンプルに伝えることが
大事なので、なるべく簡単に簡潔に、誤解を
与えないよう心掛けて話すようにした。常に
自分の意見が求められるシーンが多かった。

友達と深い話ができるようになった。
お客さんに軽いジョークを言えるようになった。

普段の生活のなかで人々がどのように会話
しているかを常に意識して耳を傾けていた。

急いでいる時は用件だけ簡潔に、時間のある
時は具体例や詳細も添えてなど、状況に応じ
て伝えることができるようになった。

英語でコミュニケーションをするなかで、ど
のように話せばよりわかりやすいかを以前
より意識して話すようになった。

②相手の意見を丁
寧に聞いて意思の
疎通ができる

相手の話したことを自分の言葉で説明し、相
手の話をきちんと理解できているかを確認
することで、意志の疎通ができるようになった。

英語の聞き取り間違いがないかを確認する
ためにしていたが、コミュニケーションにと
ても役立つことだとわかったので、常に行う
ようにした。

表情、身振りなどを全て駆使して人の話を聞
くことができるようになった。

語学力が不足していたため、自然と身体全体
で対話するようになった。

違う考えを持った友達や仲間と理解し合う
ために討論できるようになった。

しっかり話を聞いて、わからないことは恥ず
かしがらずに「わからない・聞き取れない」と
言って理解できるまで説明をしてもらった。
また、相手を知ろうとする好奇心を大切にし
た。

③場面に応じて適
切に伝達手段（口
頭・Eメール・SNS・
電話）を活用するこ
とができる

急いでいる時や直接話したい重要なことは
電話で、急いでいない時はEメールでなど、
目的に応じて伝達手段を使い分けられるよ
うになった。電話に対する抵抗がなくなった。

知り合って間もない友人から受電すること
が何件か続いた時、電話することへの抵抗感
が薄らいだ。電話を使うようになったなかで、
直接話すことの利点に気付いた。

ホストファミリーや友人と、様々な伝達手段
で問題なくコミュニケーションを取ること
が可能となった。ボディランゲージも大切だ
と感じた。

コミュニケーションを円滑に進めるために、
必死に活用した。

SNSへの書き込みやメールを使った求人へ
の応募、旅行に関する問い合わせ・予約がで
きるようになった。

SNSへ英語で投稿したり、友人と積極的に
出かけたりすることを心掛けた。
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（8）実行力（チャレンジする力）

成果 要因

①ものごとに粘り
強く取り組むこと
ができる

相手が自分の意見を理解していない場合、違
う表現で伝えてみたり、ジェスチャーや具体例
を挙げたりして理解してもらえるように取り
組んだ。また、手続きや資格を取得するにあた
っては、正確な情報を得なければならなかっ
たため、辞書などを用いて、粘り強く取り組んだ。

英語で書かれた資料・データを正確に理解す
るためには、必然的に粘り強く取り組まなけ
ればいけなかった。また、英語で相手に自分
の主張を理解してもらうためには、粘り強く
訴えなければいけない場面もあった。

過酷な環境下、退職者が多い職場での仕事を
やり通した。その後、レジュメを配り続け、希
望の仕事を獲得した。

仲間に恵まれたことと、目標を達成したいと
いう強い気持ちがあった。

インターンシップ中、厳しい上司からの指導
も多く、落ち込んだこともあったが、最後ま
で努力を継続できた。また、目標だった試験
に合格できた。

自分で決めたことは最後まで頑張り、やるか
らには責任を持って最後までやることが大
切だと考えている。また、少しずつ成長して
いく自分が感じられ、モチベーションをキー
プすることができた。

②目的の達成に向
かって、失敗を恐
れずにチャレンジ
することができる

自分がやりたいこと、決めたことはまずやって
みて、それで失敗してしまったら、もう一度チ
ャレンジすればいいと思えるようになった。

やらなければ何も起こらないことがわかった。
チャレンジせずに後悔したくなかった。

フルマラソンに参加し、完走できた。失敗を
恐れてチャレンジしないことの方が悪いと
思えるようになった。

日本ではできないことを積極的にチャレン
ジしようと決めて渡航していた。

目標の資格に合格できた。未経験の仕事に挑
戦した。

新しい能力開発に挑戦し、習得したいという
気持ちが強かった。

③自ら目標を設定
して、計画的にや
り遂げることがで
きる

英語をビジネスレベルまで引き上げるとい
う目標達成のために、最初3ヶ月間はESLク
ラスで基礎固め、その後1ヶ月はスピーキン
グクラスで会話力、またイントネーション、
発音の強化、そして最終的にはビジネスクラ
スに入学することができた。ビジネスクラス
の入学テストは、当初、実力が入学条件に満
たなかったが、コツコツと毎日努力した甲斐
があり、1ヶ月後に入学できた。

復習ノートを作成し、学んだことや新しい語
彙をまとめて覚えるよう努力した。携帯アプ
リの単語帳、またボイスレコーダーを使用し、
いつでもどこでも単語を覚えられるように
心がけた。

仕事でノルマを達成できた。渡航目的であっ
た海外で就労するという目標を達成できた。

時間には限りがあることを意識し、あらかじ
め、きちんと行動計画を立てていた。

目標達成のために何が必要で何をするべき
なのかを考えながら生活し、定期的に進捗を
確認することができた。

後悔が残らないように現地生活を送りたい
と思い、思ったことは即実行を心掛けた。
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第  章



概要1
　就職活動に成功した支援者を想定し、キャリア・コンサルタント（以下CC）が渡航前～帰国後の各フェーズにおいて

どのように関与し、支援対象者がどのように取り組んだかについて考察する。

プロセスマップ2

　おおむね各フェーズで以下のようなプロセスに基づいて、キャリア・コンサルティングが行われている。次ページ以

降は以下のプロセスに則り分析を進めていく。

1.プロセスマップ概要

渡航前 渡航中 帰国後

ラポールの構築

自己肯定感の強化

渡航目的の明確化

目標の設定

能力開発計画の作成

過去キャリアの棚卸し

行動の後押し

現地活動の振り返り

就活の意識づけ

能力開発計画の作成

PDCAの繰り返し

渡航直後の不安の解消

ジョブ・カード作成

就活の後押し

就職活動の始動

海外体験の振り返り

2.CCの関与スタンス

　H25年度事例分析では、以下のように支援対象者のタイプ別にCCの関与スタンスを分類したが、分析の便宜上、プ

ロセスによってはⅠとⅢを分けて記載することとする。

高い

高い低い

キャリア志向

本人の意思を尊重し、困った時や
迷った時に手を差し伸べる

Ⅰ 見守り型
本人のキャリア志向を尊重し、
スキルやマインドの承認を徹底する

Ⅱ 応援型

キャリア志向へ開眼するよう
仕事への意識醸成を図る

Ⅳ 開眼型
全面的に支援し先導する

Ⅲ けん引型

自己肯定感

低い
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渡航前3

　渡航者とCCとの間の信頼関係構築は、以降の支援を有効にするために必要となる。一度構築されたとしても、何か

のきっかけで崩れることがあるので慎重な交流が肝要である。常に受容と共感、愛情を持って対話することが大事で

ある。

ラポールの構築

コーチングのポイント
●渡航者が人物像を見極める。最低でも２つのタイプ（見守り型・けん引型）のどちらであるかを把握し、

それぞれに適した対応をする。その時々での見直しも必要なことがある。

●CCから自己開示し安心感を与える。冗長にならず手短かに行うことが肝要である。

●これからのサポート内容の説明をすると同時に、期待している支援もヒアリングする。

●受容と共感、愛情を持って話を聞く。この姿勢は以降も継続する。

●「一緒に歩く」と伝えることで、相手が安心する。

支援対象者の姿勢・取り組み例
●コーチング予定日の前に、日程や場所の確認メールをくれた。

●ポジティブな性格で物事の捉え方が偏っていない。

●キャリアに対する意識が高く、意欲的に取り組む姿勢が見えた。

●受け身の姿勢ではなく、積極的に質問をしていた。

●社交的で礼儀正しく、明るい印象だった。

●真面目で几帳面な人柄が感じられた。

●アドバイスを受ける心構えがきちんとできているため、説明すべきことがスムーズに行われた。

●最初からCCを信頼してくれて、積極的に自己開示し、自分のことを知ってもらおう、

わかってもらおうと感情を吐露してくれた。

CCの対応例
●渡航の目的や背景などをじっくりヒアリングすることで信頼関係を構築した。

●事前記入シートをしっかり読み、バックグラウンドを理解し、また知らない資格などを持っていたら

事前に調べて渡航者から信頼を得るようにした。

●傾聴をもとに渡航前の不安な気持ちを受け止め、和らげるよう努めた。

●渡航者を理解するために事前に全ての情報に目を通し、渡航する目的によっては現地で必要な情報を準備しておいた。

●コーチングの目的とそれぞれの役割を説明した。

●他の渡航者の体験談やCC自身の経験を盛り込みながら、渡航中の就業や学校など生活に必要な情報を提供した。
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　渡航者の自己肯定感が低いと現地での行動を抑制するので、自己肯定感を高めることが必要になる。自己肯定感が

低くなくても、強化することは行動に拍車をかけるうえで大変有効である。

自己肯定感の強化

コーチングのポイント

支援対象者の姿勢・取り組み例
●渡航前にある程度の英語力を身に付けていた。

●コンピテンシーの自己評価が高い項目が多く、自己肯定感が高かった（慢心ではなく）。

●海外に住むという夢を実現させるためにコツコツと貯金を積み重ね、努力してきた経緯があった。

CCの対応例
●人生をじっくり振り返る機会がなかったために自己肯定感が低い場合、コーチング時にじっくり話してもらうことで、

渡航を人生のターニングポイントと前向きに思えるようになった。

●しっかり目的を持っていないことに焦りを感じている渡航者が多いので、まずはこれまでの経験をしっかり聞き、

頑張ったことなどを承認し、自己肯定感を上げた。その後「企業が海外体験者に期待する力」を説明し、帰国後に納

得のいく進路選択ができるように、その力を育みながら一緒に頑張りたい旨を伝えることで信頼関係の構築につな

がった。

見守り型 けん引型

・心配なことがないか尋ねる。 ・渡航を現実逃避と捉え、自己肯定感を低くしている
場合、渡航を決めたこと自体が実行力の証であると肯
定する。

・渡航を決めた経緯を尋ねる。 ・人生を振り返る時間を作り、受容と共感を持って聞く。

・これまでに頑張ってきたことや成功体験（小さいこ
とでも）を承認する。
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　過去を振り返ることで、改めて、または新しく自分自身の強みに気付く。また、その作業をすることで気持ちをリセ

ットし、新たな気持ちで渡航に臨めるようになる。

過去のキャリアの棚卸し

コーチングのポイント

支援対象者の姿勢・取組み例
●退職・海外渡航・再就職への活動など、全てに本人の意思・意欲が感じられた。

●事前記入シートをしっかりと記入し、コーチングに臨んでいた。

●経歴・職歴の自己開示がしっかりできていた。

CCの対応例
●事前記入シートを踏まえて、コンピテンシーの状況を把握した。

見守り型 けん引型

・記入済の各種シートをもとに、前職の話を聞き、身に
付いている能力を明確にする。また、その能力が身に
付いた背景を尋ねる。

・前職を辞めた経緯を聞くことで、気持ちが整理でき
て浄化されることもある。また、渡航目的が明確にな
ることもある。

・自分の強みを言語化。 ・過去のキャリアがない、または自信がない人にはこ
れからの自分を想像してもらう。
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　相談をしながら目標を達成するために具体的な行動計画を作る。現地生活をイメージできるような情報提供も必要

である。

能力開発計画の作成

コーチングのポイント

支援対象者の姿勢・取り組み例
●将来のキャリアビジョンの方向性をしっかり説明できた。

●将来を見据え、スキル向上へのモチベーションも高く、冷静・客観的に状況把握・対応する姿勢が感じられた。

CCの対応例
●能力開発シートの項目を使って、渡航前の自己理解を促した。

●渡航者が希望する業種に必要なスキルを伝え、そのための取り組み方を一緒に考えることに注力した。

見守り型 けん引型

・キャリアビジョン（人生・仕事において自分自身のな
りたい姿）を明確化。

・同左

・強化項目を2、3決める。 ・同左

・コンピテンシーの自己評価を促す。 ・確認しながらコンピテンシーの評価を一緒に行う。
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渡航の大目的を踏まえ目標を設定する。いくつか設定することで渡航中の倦怠や成長の停滞を防ぐことにもつながる。

目標の設定

コーチングのポイント

支援対象者の姿勢・取り組み例
●渡航前に目標設定の重要性をしっかりと理解でき、意識を変えることができていた。

●渡航目標の達成に向けて、渡航先の環境も含め積極的な情報収集を行っていた。

CCの対応例
●「専門性」「強み」「自信」を向上させることを目標とし、そのための支援をすることを約束した。

●やりたいことが多くある場合、手を広げ過ぎて収集がつかない可能性があるので、できることから始め、

ひとつひとつ積み重ねていくように助言した。

見守り型 けん引型

・目標設定の意義とスカイプコーチングの重要性を説
明する。

・同左

・語学力の他にも2、3の目標を定める。 ・長期目標は短期目標にブレイクダウンする。

・希望する職種に必要なスキルを2、3考え目標設定す
る。

・「企業が渡航者に期待する力」を説明し、目標設定の
必要性を説く。
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　採用面接で聞かれることも多いので、渡航目的は明確にする必要がある。目的をはっきりと言葉にできない渡航者

もいるので、相手のペースに合わせて一緒に考える。目的が明確にならなくても、その後の交流時にCCが目的につな

がるきっかけを捉え、明確にすることもある。

渡航目的の明確化

コーチングのポイント

支援対象者の姿勢・取り組み例
●目的意識を持ってコーチングに臨んでいた。

●渡航の目的がはっきりしていた。

●高い英語力を身に付けるという具体的な目的を掲げ、希望に満ちている様子だった。

CCの対応例

●海外渡航という貴重な体験を最大限に活かすための意識喚起を心掛けた。

●渡航目的の明確化と、これからどう生きたいのかを問いかけた。

●渡航を決意した経緯をしっかり聞き、何を持ち帰りたいかを話し合った。

見守り型 けん引型

・渡航目的を聞き、フィードバックし、それでいいかを
確認。

・目的が不明確な場合、渡航を決めた時、または会社を
辞めた時の話を詳しく聞く。

・渡航目的を言語化する。 ・渡航の目的（海外で何をしたいか）を一緒に考える。
その時、自分中心に考えるように促す。

・本人のポテンシャルや意欲によっては目的レベルを
上げるような引き出しも有効。

・目的が明確でないことで自信をなくしている場合は、
明確になるまでの目的として（達成感を感じやすい）
語学力を提示。

・ネガティブな動機（例：人間関係の問題など）で渡航
を決意した場合、そのきっかけを明確にできるのであ
れば明確にして承認する。そのうえで今回の渡航の目
的をポジティブなものに転化する。

・目的が不明確な場合、帰国時に持ち帰りたいものを3
つ挙げてもらい、渡航目的に結び付ける。
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　現地での生活に慣れるまではメンタル面も支えつつ、自立を促すように見守る。

渡航直後の不安の解消

コーチングのポイント

支援対象者の姿勢・取り組み例
●定期的に進捗状況を報告してくれた。

●必ずブログに対する返信があり、活動報告も自分からしていた。

●コーチング予定を変更する場合、早めに丁寧な断り文で連絡を入れてくれた。

●学校や仕事のみならず、普段の生活について積極的に話をしてくれた。

CCの対応例
●目標を振り返ることで、渡航者の思いや目標を理解したコーチとして全力でサポートすることを毎回伝えた。

●CC自身の海外経験を事例にアドバイスを与えた。

●心配事や悩んでいることを話題にすることで良好な関係が構築でき、渡航者はより意欲的に

就業や学習に取り組めた。

見守り型 けん引型

・海外（文化や言葉が違う）で生活するだけで大変なこ
とだと共感する。

・同左

・海外へ行くということはトラブルを経験しに行くこ
とでもあると伝える。

・同左

・不安に寄り添う。他の渡航者も同様であることを伝
える。

・これから自分の将来を考えていけばよいと承認する。

滞在中4

※常に自己肯定感の強化に気を配る。
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　現地生活に慣れたら、早い段階で就業を勧める。まずは行動を起こすことで、様々な能力が身に付くという実体験を

少しずつ積み重ねることが大事である。

行動の後押し

コーチングのポイント

支援対象者の姿勢・取り組み例
●前回のコーチングで話したアドバイスを翌月の活動に反映していた。

●帰国まで半年程度の期間があるなかで、帰国後のイメージを具体化し行動に移している。

●落ち込む時もあったが、「せっかく来たのだから」と前向きに取り組み、自ら解決に導くことができたり、

成長度合いを感じることができていた。

●行動力や柔軟性、問題解決能力など、不足しているコンピテンシーを意識して、克服するための行動を起こしていた。

●自分への課題や思うように成果が見られないことにおいても、どのように取り組むべきかなどの積極的な質問があった。

CCの対応例
●英語を強化項目に選択している渡航者には、時には接客英語や好きな映画のセリフなど、楽しい英語の話題提供に

努めた。

●行動していることに対しての承認を必ず行う。不安や困難に思っていることを聞き、それをどう克服していくかを

一緒に考えた。

●成果に手応えが感じられないと少しネガティブになっている渡航者には、具体的な活動を聞くことで自信につなげた。

●頑張ったこと・できていることをしっかりと承認し、自信が持てない点については、小さな目標や方策を一緒に考えた。

●より効果的な行動ができるよう、他の渡航者の例も状況に合わせて提供し、本人が気付いていないことに

気付けるようにフィードバックし、新たな視野が開けるようなサポートを心掛けた。

見守り型 けん引型

・苦労話をたくさん作ることを勧める。それによる自
己成長を語れることは就職活動時の強みとなる。

・同左

・就労を勧め、自分で動ける場合は任せる。 ・自己肯定感が強化されたのを確認したうえで、就労
の意義を伝え、行動を勧める。

・与えられた仕事＋αの行動を勧める。海外だからで
きる積極的なアプローチを一緒に考える。

・現地での仕事の探し方がわからない場合、具体的な
探し方を提示。飛び込みで直談判も可能。他の渡航者
の事例も紹介する。

・行動できない場合、目標を再確認することで鼓舞され、
行動につながることがある。

・行動できない場合、根本原因を探るため過去と向き
合う（例：過去に思い切って行動したことを聞くなど）。

・今までと違うこと、初めてのこと、避けていたことに
踏み出す後押し。

・やりたいことが見付からない、わからないという場合、
行動するとわかることもあると伝える。
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具体的な行動計画を一緒に考える際には、数値目標を立てると実行しやすくなる。また目標を立てて行動するだけに

とどめず、その振り返りをすることで自己成長感の醸成につながる。その時、過小評価になりがちな場合は、第三者と

して肯定することも大事である。

PDCA（Plan-Do-Check-Action）の繰り返し

コーチングのポイント

支援対象者の姿勢・取り組み例
●前回決めた行動目標を意識して過ごし、達成度合いや成果を報告してくれた。そのうえで自ら次の行動目標を立てた。

●月次コーチング時には、前月の課題を自分なりに整理し、実施したこと、実施できなかったことを自分で把握し、

アドバイスを求めるなど、積極的だった。

●渡航の目的である「英語力強化」達成に向け、自宅課題・自主学習も含め、計画的に実行・努力し、

主体性や実行力向上が認められた。

●渡航してから現地での環境を踏まえ、計画や課題を修正するなど、優先順位を考えたり、能力開発に取り組む姿勢が

見受けられた。

CCの対応例
●日々の生活に漫然と流されないよう、普段の行動目標につながるような話をした。

●1ヶ月の報告や話をしっかり聞いてから、行動目標の達成度合いを確認し再設定を行うようにした。

●「帰国までにTOEIC○点取得」という目標を掲げ、日々活動するよう課題を与えた

（例：「次回までに対策本購入」「洋書を読む」「日記を書く」など）。

●1ヶ月間、有効に行動できるように、毎月必ず月次コーチングを実施し、強化項目に対する行動を振り返り、

翌月の目標を明確にした。

●コーチング前に前回の記録やブログでの状況報告にも再度目を通し、それに基づいてコーチングをした。

●前向きな渡航者には、状況を聞くことに重点を置き、その状況についてのコメント・アドバイスをすることで

適切な関係を維持した。

見守り型 けん引型

・目標達成のための行動を聞く。 ・目標をスモールステップにして行動できるようにする。

・行動しやすいように、具体的な数字で目標を設定する。 ・自分でできそうな目標を考え、目標を宣言し実行す
るようにサポート。

・１ヶ月の行動の振り返り。できなかった時は目標を
見直し、できた時は次の目標を立てる。

・少しでも成長したところを見付け、根拠のある褒め
方をする。

・行動している人には、積極的に新しい行動の提案を
する。

・結果を出せなくても、プロセスをフィードバックし、
目標の変更を一緒に考える。

・先の見通しを聞く。 ・結果が出ていなくても過程を承認する。

・できなかったことができるようになったら、そのこ
とを褒める。
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　おおよそ数ヶ月ごとに、それまでの渡航全体を振り返ることで、今後の活動計画を俯瞰的に考えることにもつながる。

現地活動の振り返り

コーチングのポイント

支援対象者の姿勢・取り組み例
●月次は毎月実施。これまでの振り返りと次月の目標を具体的に考えていた。体験したことの報告があった。

●月次コーチング時は、自分がアドバイスを求める出来事や考えていることなど、準備がされていた。

●自分なりに次への課題を認識し、行動につなげようとしていた。

●主体性を発揮し、自ら学習環境を整え、レベルアップしていた。

CCの対応例
●この数ヶ月間の出来事からどんな学びがあったか、コンピテンシーのどの項目に関係するか紐づけをした。

●海外で就労体験したことを大きな自信につなげるよう、本人が気付いていない変化や成長度合いを客観的に評価し、

今後のアクションにつながる後押しをした。

●これまでの行動と渡航目的の関連性について言語化してみる。

●肯定的な言い方で承認する。

●長期間の活動を一連のストーリーにし、そのなかで身に付いた力を言語化してみる。
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　帰国時期が迫るころには、帰国後のことを話題にし、気持ちを就活モードに変えていく。

就活を意識化

コーチングのポイント

支援対象者の姿勢・取り組み例
●渡航中最後のスカイプコーチングではジョブ・カードの整備に励み、帰国後1週間以内で面接に臨んでいた。

●自らジョブ・カードを見直したので、見て欲しいという要望を受けた。

●おおよそ帰国2ヶ月前から就職活動を開始することをアドバイスし、そのアドバイスに従って活動した。

●現地での就職フェアに参加するなど、今できる最大限の努力をしていた。

●振り返りの時間を取り、今後のキャリア形成について真摯に考え、帰国時期も含めアドバイスを求めてきた。

●帰国前から就職情報の収集や応募を始めた。

●現地で就職活動を始め、志望業界での仕事が見付かった。

CCの対応例
●必要に応じ、志望企業選定の相談や履歴書添削、面接練習を行った。

●積極的な行動（例：希望する仕事に就いている人に話を聞くなど）を奨励した。

●与えられたことをただするのではなく、自分で考え行動できるようになるため、職業選択のポイントなど、

自分の考えを書き起こして表にまとめ、気になった企業にコンタクトを取ってみることを奨励した。

●帰国1ヶ月前から、ジョブ・カードを見直すよう促し、就職活動への意識を高めた。

●渡航中から十分に帰国後へ向けた就職活動（ジョブ・カードや自己PRや求人企業の情報収集など）を実施させた。

●「次回までに○社応募すること」など、具体的な数値目標を設定し、課題を課した。

●希望業界や職種について、新聞やメディアで得た情報を提供した。

●帰国時期が近づいていることを再認識させる。

●就職が決まるまでの一般的な期間を伝え、健全な危機感を持たせる。

●働く意味を一緒に考える。女性の場合は、経済力の重要性なども含め、結婚と仕事の両立についても言及する。

●就職サイトで気になった会社をチェックしてもらい、気になった点を一緒に考え、希望の業種を明確にする。
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帰国後5

　帰国後はCCとの対面などで改めて渡航中に身に付けたコンピテンシーを言葉にして評価する。

海外体験の振り返り

コーチングのポイント
●体験を引き出し言語化する。本人は気付いていないが、海外生活を通じてたくさんの能力が身に付いたことを

フィードバックする。

●自身が気付いていない成長や変化を、事実を提示して客観的に承認することで自信を持たせてあげる。

支援対象者の姿勢・取り組み例
●コーチング前に、あらかじめ海外で身に付いた能力を自分なりに分析し、海外体験評価シートで

しっかり振り返りができていた。

●渡航前の自分と、帰国後の成長について（人見知りだったが社交的になったなど）率直に話していた。

●自分が将来やりたいことと現実とをしっかり捉えたうえで選択を考えていた。

●質問事項を前もって考え臨んでいた。

●海外経験で培った能力や、渡航前に比べての変化など、自己分析が進んでいた。またそうでなかったケースでも、

コーチングを通じて明確になっていった。

●渡航目標が明確であり、達成の為に根気強く努力したこと・高い成果を上げたことを共有し、高く評価できた。

渡航前に設定した強化項目「英語力」「コミュニケーション能力」「実行力」が飛躍的に向上していた。

CCの対応例
●海外生活を1人でやり遂げたことを承認することで、自信をつけ自己肯定感を高めてあげた。

●成長したという実感が持てるように、できなかったことよりも、できるようになったことに注目した。

●表現力の向上と訴求力の強い自己PR文作成のため、支援対象者によっては積極的な介入もした

（要約力や言い換えなど）。

●単に海外に行ったことを売りにしないよう、強みやアピールすべきことを明確にした。
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　ジョブ・カード上に海外体験の振り返りを棚卸しし、個々の企業に応じた自己PR文を作成。

ジョブ・カード作成

コーチングのポイント

支援対象者の姿勢・取り組み例
●ジョブ・カード、特に自己PRがしっかり言語化できた。

●ジョブ・カードをもとに、自身でさらにアピール力のある経歴書、自己紹介書を作成した。

●履歴書や職務経歴書作成後の添削依頼やわからないことの質問が積極的だった。

CCの対応例
●履歴書の自己PRの書き方や表現方法を指導した。

●渡航者が現地でどんなことにどのように取り組んだか具体的に振り返り、それを自己成長として言葉に表現する。

●いかに自分が志望企業の求める人物像にマッチしているかをアピールする。

●誰が読んでも理解してもらえるような文章を心掛ける。

●志望動機のポイントを押さえる（「なぜその業界なのか？」「その業界の中でなぜその会社なのか？」

「その会社で自身がやりたいこと、チャレンジしたいことは何か？」）。

●これまでどんな職務を遂行し、どんな能力が養われ、それを業務にどう活かすかを具体的に記載する。

●どんな目標を持って仕事に取り組んでいきたいのか、という仕事に対する前向きな姿勢を書く。
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　帰国後スムーズに就職活動に取り組めるよう、帰国前からの準備を促したり、就職活動の進め方などの助言をする。

就職活動の始動

コーチングのポイント
●必要があれば、就職サイトを一緒に使い、あとで自身1人でも活用できるようガイドする。

●勤労意欲を高めるため、働き甲斐や意義を伝える。

●他の渡航者の動きや成功事例を伝えるなどして就職活動始動へのフォローをする。

支援対象者の姿勢・取り組み例
●就職に対する意識が高く、希望（勤務地・労働条件・給与など）を明確に決めていた。

●実施する前に自分で動き、求人検索なども積極的に行っていた

（本人自身が渡航中に実行力が身に付いたからとのこと）。

●渡航中に帰国後の就職目標をかなり明確化していて、帰国後すぐに行動に移していた。

●帰国後の仕事・生活においても、向学心・向上心が強く、目標を明確化し、努力を積み重ねていた。

●帰国前に転職情報を収集したうえで、アドバイスを仰ぐ姿勢が見られた。

●応募先に関して、自分なりに調査しようという姿勢が見られた。

●些細な疑問や確認も気軽にブログに投稿していた。

●就職活動の状況を、ブログでその都度報告してくれた。

CCの対応例
●英語力の向上は目標達成。そこに至るまでのチャレンジと結果を強みとし、どんどん応募するようにアドバイス。

最初は自信がなく、難易度の低い企業を選択しがちであったが、最終的には望む会社・部署へと就職できた。

●帰国者は労働市場について知識が乏しいことが多いため、情報提供や視野を広げ、

自信を持って就職活動にチャレンジできるようサポートした。
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　帰国後の逆カルチャーショックなどで就職活動への切り替えがままならない場合には、面接の練習などを通して自

信を育むと共に、危機感を醸成する。また停滞気味の場合には常に寄り添い励ますよう心掛ける。

就活の後押し

コーチングのポイント

支援対象者の姿勢・取り組み例
●帰国前は大手志向だったが、帰国後に中小企業でも海外とつながりを持てる機会がある、

色々チャレンジさせてもらえるかもしれないことに気付き、考えが変わった。

●キャリアチェンジ、正社員・地方での就職希望という条件のもと、「全ては自分の努力次第ですが、自分では

コントロールできない部分に左右されることもあるので、どのように自分のキャリアを形成していくべきなのか

迷い始めてしまいました」という素直な気持ちの自己開示があった

（本人の悩み・苦しみを受容し、就職まで、課題をひとつひとつ共に考え解決していった）。

CCの対応例
●これからのことを一緒に考えていくなかで、信頼をベースにCCが感じている本人の志向や強み、

向いていると思われることなどを率直に話すことで、就活の方向性に気付く。

●渡航によるブランクで動き方がイメージできないケースや、これまでの社会経験が浅いケースも多くあるため、

何をどう進めていくかを具体化してあげる。

●「ジョブ・カードの作成」「適職診断」「面接演習」をはじめ、短期間で就職活動が円滑に進行するよう、事前準備をした。

●些細なことでも気軽に相談するよう伝えた。たとえ不採用でも反省点を挙げてもらい、

改善策を一緒に考えるようにした。

●様々な選択肢を提示し、一緒に考えることにより視野が広がり、納得のいく就職先の選択ができた。

●動けない場合、その原因を一緒に考える。「何がどうで動けないのか」を明確にする。

●選択肢を広げるような言葉がけをする。

●英語に固執し過ぎている場合、視野を広げるようなガイドをする。

●考え過ぎずに、行動を促す。

●海外で身に付けた能力について再認識する。
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考察6

1.渡航前

2.滞在中

　渡航者が現地生活を通じて多くの経験をし、成長することは間違いのない事実である。そして、渡航前に渡航目的

や目標を明確にすることで、現地での活動が活発になり、より実り多いものになることもわかっている。

これまで見てきたプロセスから、CCおよび支援対象者の各々の立場から考察をする。

CCの関与

支援対象者の姿勢・取り組み
●帰国後のあるべき姿を漠然とでも良いのでイメージしておく。

●他力本願ではなく、オーナーシップを持って自己成長するという意識を持つ。

●CCからのアドバイスを受け入れる素直さを持つ。

●長期的に関わっていくために、相手を知りたい、教えて欲しいという気持ちを伝えることで

信頼関係を深めることが第一歩。

●どんなタイプの支援対象者であれ、目的を正しく設定するために一緒に考える。

●コンピテンシーに対する意識が希薄な支援対象者には、取り組みたい現地活動を起点にそこから得られる

コンピテンシーを考える。

CCの関与

支援対象者の姿勢・取り組み
●CCからのアドバイスを素直に実践してみる。

●自身でPDCAサイクルを回し、常に自己改善に努める。

●帰国前から就職活動への意識を持ち、できる限りの準備をしておく。

●常に併走して見守っていることを伝え、支援対象者が良い緊張感を持ち続けるよう計らう。

●目標を見失わないよう、定期的に渡航目的の見直しや課題を課すなどに務める。

●短期・中期・長期という異なるスパンで指針を示す。
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3.帰国後

CCの関与

支援対象者の姿勢・取り組み
●海外体験をきちんと振り返り、その成果をアピールできるように整理する。

●帰国後あまりのんびりせずに、とにかく就職活動を始めてみる。

●1人で悩まずにCCなどにも相談しながら、自信を持って就職活動に臨む。

●本人が気付かない成長度合いや変化を客観的な事実に基づき、言語化する。

●勤労意欲を喚起するようCC自身がロールモデルとなることを心掛ける。

●就職先の選択では視野を広げるような情報提供やアドバイスをする。
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　Global ACE参加者で就職に成功し、職場で海外体験を活かしている体験者に関して、渡航前～帰国後、そして現

在に至る過程とGlobal ACEのサポートをどう活用したかについて実情を知るためにインタビュー調査を実施した。

概要1

調査対象1 Global ACEに参加し、帰国した現在就業中の10名にインタビューを実施した。そのうちの6
名を紹介する（残り4名は補足資料に掲載）。

実施方法2 Global ACE事務局が対面もしくは電話で取材した。

実施時期3 2015年1月～2月

調査事項4 （1）渡航の動機

（2）渡航前の就業状況

（3）現地での主な活動

（4）現地での居住環境

（5）就職活動の方法

（6）海外就業体験をどうアピールし、何が評価されたか

（7）帰国から就職決定までに要した期間

（8）就職活動の満足度とその要因

（9）現在の業種、職種

（10）海外就業体験が仕事にどのように活かされているか

（11）海外就業体験を今後どのように活かしていきたいか

（12）Global ACEのサポートについて
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氏名 年齢※ 性別 出身地 参加プログラム 渡航先（国・地域）

A・M氏 30歳 女 埼玉 ワーキング・ホリデー
オーストラリア
パース・ブリスベン・シドニー

W・Y氏 33歳 女 大阪 ワーキング・ホリデー
カナダ
バンクーバー

M・A氏 26歳 女 大阪
語学研修
ボランティア活動

カナダ
トロント

M・Y氏 26歳 男 大阪 ワーキング・ホリデー
カナダ
トロント

M・N氏 28歳 女 北海道 ワーキング・ホリデー
カナダ
バンクーバー

O・M氏 26歳 女 奈良 ワーキング・ホリデー
オーストラリア
ブリスベン・メルボルン

調査事項5

※年齢は帰国時点

成
功
ま
で
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（1）渡航動機
　高校時代、海外に行ってみたいと漠然と思っていた時に、

オーストラリアから交換留学生が来た。以前にも増して

「外国で生活して、異文化を体験し、英語も学びたい」と

考えるようになった。社会人になり、営業職として色々な

人に会うなかで、海外青年協力隊や留学で海外生活した

ことのある人と数多く出会い、海外への思いが強まった。

ワーキング・ホリデーで渡航するには年齢制限もあるので、

それを満たすうちに渡航しようと決意。前職場からは休

職にしたらどうかと提案されたが、戻る居場所があると

甘えが出ると思い、退職して渡航した。

（2）前職（業種、職種）
　乳製品を扱う会社に3年半勤務。営業とマーケティン

グ業務に携わる。営業マンと営業先を回って市場調査し、

新製品のデザイン、企画書作成などに携わる。自分の提

案が商品化されたこともある。

（1）活動内容
◦パースにて語学学校へ通学（2ヶ月間）

　学校は日本人が少なかった。クラスメートやシェアメ

ートからセカンドワーキング・ホリデー制度を教えてもら

い勧められた。30歳までにセカンドワーキング・ホリデ

ーを取るにはファーム（農場）で88日以上働く必要がある

ことも知り、ブリスベンに移動する。

◦ブリスベンでのファーム生活（7ヶ月）

　色々なファームで働く。仕事の募集はバックパッカー

宿で毎日張り出され、ハーブやフルーツをピッキングした。

　自分以外は全員オーストラリア人で、学校で教えても

らえないような日常会話も習えたし、皆良くしてくれた。

交流で心掛けたのは国籍問わず「あいさつする」「こちら

から話しかける」「わからない単語を後で調べる」こと。英

語の意味や表現方法も気楽に教えてもらえてすごく良い

環境だった。自分から積極的に話しかけるようにして語

彙力が伸びた。

◦シドニーに移る

　日系企業の現地事務所で働ければ帰国後の就職に活か

せると考え、日系企業の多いシドニーへ移動。まず焼肉

屋で1ヶ月働いた。またセカンドワーキング・ホリデーも

海外で広げた創造力や行動力が、
マーケティングの仕事に
活きている。

AUSTRALIA

BrisbanePerth

Sydney

年齢 30歳

参加プログラム ワーキング・ホリデー

性別 女性 出身地 埼玉A・M氏のプロフィール

◦明るく、前向きで、物事を楽しむタイプ。たくましく大らかな人柄がオーストラリア人やシェアメイトにも愛され、現地密着
型の素晴らしい体験をしてきた。
◦積極性や海外就労体験の他に、キャリア・コンサルタントに気付かされた「やり抜く力」「広い視野による新しい発想」「時間管
理力」も存分にアピールして満足できる結果を得た。
◦Global ACEのキャリア・コンサルタントは、本人の海外での体験を全て知っている唯一の人で、なんでも相談できる心の支
えだった。就活が上手くいかない時も新たな強みを見付け鼓舞し、成功へ導いた。

考察

渡航先 オーストラリア（パース・ブリスベン・シドニー）

1.渡航前 2.滞在中
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取った。

◦出版会社で営業職として勤務（6ヶ月）

　渡航1年5ヶ月後に日本人向けのフリーペーパー会社

に就職し、6ヶ月働いた。広告の営業を担当し、スポンサ

ー探しで日本食レストランやローカル企業などを回った。

過去の営業経験をフルに活かせた。営業で色々な人と出

会い、独立した日本人オーナーなどから話を聞けたこと

は良い刺激になり視野が広がった。また仕事を通じて英

語力も向上した。

（2）居住環境
◦ホームステイ（渡航後1ヶ月）

◦シェアハウス

　ブリスベンとシドニーではシェアハウスで生活。日本人、

オーストラリア人、タイ人、インドネシア人、中国人らと

シェアした。渡航前は外国人と暮らすなんて想像もつか

なかったが、他国の人との生活は心地よく、1人でいる時

は淋しかった。掃除しない人、食後片付けしない人など

もいたが、価値観の違いもシェアハウスならではとプラ

スに考えた。料理の視野も広がった。

◦バックパッカーズ（ファームステイ期間）

（1）就職活動の方法
　2年間日本から離れていたので、帰国後は日本モードに

なろうと努め、新聞やテレビを見て感覚を戻そうとした。

　インターネットで就活サイトに登録してエントリーした。

6～7社と面接し、その中で食品会社に就職することがで

きた。

（2）海外就業体験をどうアピールし、何が評価されたか
◦出版会社での経験：営業としての実務経験、レイアウト

を組むなどの創造力があること、英語ができなくても飛

び込んでいける行動力や度胸があることをアピールした。

◦ファームの経験：未知のことにも臆せずチャレンジで

きる行動力、過酷な労働もやり抜ける根性、諦めないで

やり遂げる力をアピールした。

◦今の職場では英語は使わないが、新しいことにチャレ

ンジする機会が多いので、自分のチャレンジ精神と行動

力が評価されたのだと思う。

（3）帰国後から就職決定までに要した期間
　3～4ヶ月。帰国がお盆の時期だったので時間がかかっ

た気がするが、担当のキャリア・コンサルタントからは焦

らないようにアドバイスされた。

（4）就職活動の満足度とその要因
　マーケティングの仕事に就けて満足している。

（1）現在の業種、職種
　食品会社。マーケティング担当。

（2）海外就業体験が仕事にどのように活かされているか
◦業務上、新しい発想を求められるが、海外に行き視野

が広がったことで、新商品を作る際にも固定概念にとら

われない考え方ができ、創造力、発想力が活かされている。

提案を褒めてもらえるし、行動が早いとも言われる。

◦「先を考えてできることは前もってやる」というタイム

マネジメント力と行動力が十分活かされている。

◦マーケティングは知らない人との仕事も多い。知らな

い人の中へ持ち前の度胸で飛び込んでいけるのは自分の

強みだと思う。

（3）海外就業体験を今後どのように活かしていきたいか
　上司からは、親会社が海外に進出しているので、将来
的には海外に出向する社内公募もあるだろうから英語の

勉強をしっかりしておくようにと言われている。

　将来は英語を使った仕事に就きたいが、就けなくても、

東京オリンピックでボランティアをしたい。

　帰国して1ヶ月以内に、海外体験評価シートやジョブ・

カードを書いて担当のキャリア・コンサルタントに見ても

らった。海外での活動を細かく聞かれることで、「自分は

こんなこともやったのだ」と新たな強みを知って自信が

ついた。強みや海外での活動をどのように履歴書や面接

でPRするかも教わったので、実際の面接でも上手くア

ピールできた。

　帰国後、就活が始まり焦りと不安に駆られる自分を、キ

ャリア・コンサルタントが「海外ファームの辛い労働も耐

えたのだから大丈夫」と実体験をもとに励ましてくれた

ことで、自信を取り戻した。自分の海外体験を誰よりも理

解し応援してくれる人がそばにいて、いつでも気楽に相

談できる環境が、モチベーションを上げてやり抜ける大

きな要因となった。

3.帰国後の就職活動

4.就業状況

5.Global ACEのサポートについて

成
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（1）渡航動機
　学生の時に、提携している海外の大学に2ヶ月語学研

修に行き、もっと外国のことを知りたい、海外での生活

を長期にわたってしてみたいと思うようになった。大

学卒業時から行きたかったが、経済的に無理だったの

で就職し、資金を貯めた。仕事が忙しくなってどんどん

先送りさせたので、30歳になるのをきっかけに仕事を

辞めて渡航することにした。

（2）前職（業種、職種）
　大学卒業後、英会話スクールのカウンター営業職に

就いた。問い合わせ者にシステムを案内して入学を勧

める仕事だった。

　その後、弁護士事務所の事務職に就いた。裁判所に出

す書類を作ったり、弁護士の秘書業務などに従事した

りした。

（1）活動内容（ワーキング・ホリデー1年＋観光ビザ2ヶ月）
◦語学学校（6ヶ月）　

　ESLとTESOLのビジネスクラスを履修して学位

（diploma）を取得した。日本に帰ってからの就職を意

識して、漠然と英語を勉強するのではなく、学位や資格

など、何か形に残るものを取得しようと思った。

学校では韓国人の友達もできた。

◦アルバイト（6ヶ月）

　日本食レストランでキッチンスタッフとしてサラダ

場で勤務。

◦北米旅行（ワーキング・ホリデー終了後、観光ビザで2
ヶ月）

　最後の2ヶ月で北米を旅行した。担当のキャリア・コ

ンサルタントから「海外生活で養った英語力を使う時

だから、渡航中の海外体験を振り返りながら、実践で試

して」と最高のアドバイスをもらった。

（2）居住環境
◦ホームステイ（1ヶ月）　

◦シェアハウス

　中国系カナディアンがオーナー。上階にオーナーが

いて、地下に4部屋。それぞれで自炊。シェアメイトと

できるだけ話をするようにしていた。

（1）就職活動の方法
　転職サイトにいくつか登録して、そこで探していい

なと思うところを当たり、担当のキャリア・コンサルタ

ントに添削してもらった履歴書を送った。

　最終的に、担当のキャリア・コンサルタントに紹介し

てもらったサイトから応募した外資系航空会社に就職

が決まった。

英語を磨いて資格を取り、
外資系航空会社への就職に
活かした。

CANADA

Vancouver

年齢 33歳 性別 女性 出身地 大阪W・Y氏のプロフィール

◦語学学校でTESOL（英語教師の資格）を取り、それをアピールポイントにして、帰国後に英語を使う仕事に就くことができた。
◦語学以外に異文化とコミュニケーションする力、人間性をアピールできたことも、成功の要因になったと考えられる。
◦本格的な就職活動自体が初めてだったこともあり、Global ACEのサポートが大いに役立ったと評価している。

考察

参加プログラム ワーキング・ホリデー 渡航先 カナダ（バンクーバー）

1.渡航前

2.滞在中
3.帰国後の就職活動
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（2）海外就業体験をどうアピールし、何が評価されたか
　英語を使って1年2ヶ月海外で生活したことで、英語

に対する恐怖心を一蹴したこと、現地の学校でTESOL
の学位を取ったこと、現地の人とコミュニケーション

を取ってきたことで英語力と積極性をアピールした。

　何か問題が起こった時の対応について問われ、「国籍

関係なく誠実に、自分のことをわかってもらうように

気持ちを一生懸命伝える」と答えた。

　「返事が一番気持ち良かった」とも言われ、人間性も

評価されたようである。

（3）帰国後から就職決定までに要した期間
　2ヶ月

（4）就職活動の満足度とその要因
　満足。要因は、1年2ヶ月海外で自活してやり抜いた

自信と英語力。

（1）現在の業種、職種
　外資系航空会社の事務職。貨物輸出の部署で、輸出業

務を担当。

（2）海外就業体験が仕事にどのように活かされているか
　1年2ヶ月の海外生活を通じて磨いた英語力が基盤と

なり、専門用語はわからなくても英文の社内書類やメ

ールの大体の脈絡がわかる。英語を恐れないのは強み

になっている。

　また、日本では話さずとも空気でわかってもらえる

ことがあるが、カナダではそうではないのではっきり

言葉にして伝えるように努めた。そうしたコミュニケ

ーションの取り方も仕事に活かせている。

（3）海外就業体験を今後どのように活かしていきたいか
　今後、日本語教師を目指したい気持ちもある。

TESOL（英語教師）を持っているので日本語教師との

二刀流で、海外で教える立場になれたらと考えている。

1月からは日本語教師の資格を取る準備も始める。

　海外に行って、何歳になっても勉強している人を見

ると、自分でも後で後悔したくないと思うようになって、

行動力が身に付いた。

◦渡航中

　スカイプコーチングでは、自分が将来目指す職業に

就いている人の具体的な話を聞かせていただいたり、

違った視点からのアドバイスがとても役に立った。

　目標もキャリア・コンサルタントと決めて実行してい

たが、ともすると怠けそうになるので月に1度のスカイ

プコーチングが監視役となりモチベーションを保てた。

　最後の1ヶ月、「残り1ヶ月しかない」と焦ると、「働き

始めたら1ヶ月もの休みはなかなか取れない。やろうと

思えばいくらでも力のつく十分な期間なので頑張って」

と言われ、精一杯やり通すことができた。

◦帰国後

　海外体験評価シートに記入してキャリア・コンサルタ

ントと棚卸しした。

　前職は知人の紹介で就職したため、今回が初めての

就職活動だった。ジョブ・カードの作成について的確に

アドバイスしてくれたり、転職サイトを色々教えてく

れたりして本当に助かった。実際にこの就職もキャリア・

コンサルタントが教えてくれたサイトからの応募だった。

最後までモチベーションを維持できたのも、時間がな

いと焦る自分を的確なアドバイスでグッと持ち上げて

もらえたからだと思う。
4.就業状況

5.Global ACEのサポートについて
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（1）渡航動機
　大学時代に国際関係学を学んでいて、1ヶ月カナダ（バ

ンクーバー）に「異文化理解プログラム」で滞在。いつか

もう1度海外で勉強、生活してみたいと考えていた。

　社会人として3年間働いて、もう少し英語を使いグロ

ーバルに働いてみたいと思い、このまま勤めていても

そのチャンスは少ないとわかったので、一度仕事を辞

めて海外で英語を学ぼうと考えた。渡航先は、移民が多

くて色々な国から来た人と出会えるカナダに決め、バ

ンクーバーよりも日本人が少ないトロントを選んだ。

（2）前職（業種、職種）
　ブライダル関係（3年間）。新郎新婦のドレスコーディ

ネーターとして、ウエディングドレスやタキシードの

提案や、列席者の留袖モーニングの提案などを行って

いた。ドレスはインポートものが多かったので会社に

バイヤーがいて、海外で買い付けもしていた。そういっ

たグローバルな仕事に興味があり入社した。

　担当した業務は、お客様から幸せをもらえてやりが

いのある仕事だったが、海外と関わることは難しかった。

（1）活動内容
　観光ビザで渡航し、複数の学校とボランティア活動

で約6ヶ月滞在した。

◦語学学校　

　自分の学習レベルや目的に合わせて、留学エージェ

ントと相談しながら学校を変え、半年間で3つの語学学

校（3ヶ月、1ヶ月、1ヶ月）に通った。

◦ワールドパレードのボランティア活動（2ヶ月）

　カナダ、ブラジルを含む北米最大の同性愛者パレー

ドの募金ボランティアをした。日本ではボランティア

経験がほとんどなく、英語力も不安で、業務の流れもわ

からなかったが、学校の友達や周囲の人に助けてもらい、

役割を果たすことができた。

　渡航前はサービス業だったので「わからない、できな

い」はタブーとして言えなかったが、わからないことを

「わからない」と正直に言える勇気を持つこと、そうす

れば助けてもらえることを学んだ。また、現地の高校生

らが目的を持ってボランティアに参加し、頑張ってい

る様子を見て自分も鼓舞された。

◦雑誌の撮影ボランティア

　美容院に行った時、美容師に前職の話をしたところ、

今度撮影があるからと誘ってもらえた。洋服を着せる

「ファッション関係でグローバル
な仕事がしたい」という目標を
ぶらさず、夢を実現。

CANADA

Toronto

年齢 26歳

参加プログラム 語学研修・ボランティア活動

性別 女性 出身地 大阪Ｍ・A氏のプロフィール

◦カナダでの語学研修とボランティア活動を通して、「わからないことをわからないと言える勇気」「イエスかノーで意見をはっ
きり言う」ことを学び、英語力と異文化コミュニケーション力が飛躍的に伸びた。その力を就職活動でアピールできた。
◦帰国後、目標をぶらさないことが成功への近道と自分自身を律したことで、渡航前に思い描いた就職を実現できた。
◦帰国して「早く就職しなきゃ」と焦っていると「焦らなくていい」「大丈夫だから」と言ってくれたのはキャリア・コンサルタン
トだけ。これが大きな支えとなり理想の仕事に就くことができた。

考察

渡航先 カナダ（トロント）

1.渡航前 2.滞在中
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という前職の経験を活かし、着替えの手伝いで洋服を

順番に渡したら、撮影現場のスタイリストから評価し

てもらえた。ヘアメイクさんからは「こういう業界はコ

ネクションが大切。初対面の人ともコネクションを作

っておけば財産になる」と教わった。スタイリストには

「また機会があったら手伝わせて欲しい」と積極的に申

し出た。

（2）居住環境
◦ホームステイ（2ヶ月）　

　フィリピン系の家庭にホームステイをした。日本人

がいなかったので英語を使う機会が多かった。

◦ルームレント（4ヶ月）

　カナダ人夫、日本人妻、女の子3人の家庭に1部屋を

借りて住んだ。

（1）就職活動の方法
　帰国後の就職活動に際して、人生の中でどういう仕

事や働き方をしたいのか、自己分析をした。ワークライ

フバランスの取れた働き方をすることと、英語を使っ

た仕事をするためにTOEICの点数目標を決め、英語の

勉強を続けた。

　就活は、転職エージェントとハローワークを利用した。

（2）海外就業体験をどうアピールし、何が評価されたか
　学校で他国籍の生徒と学び、意見を主張する国民や

遠慮する国民、発言の仕方やスピードがそれぞれ違う

なかで、自分の意見を言うこと、あいまいではなく「Yes」

か「No」かをはっきり言うことを学んだと話した。

　今の会社はカンボジアに自社工場があり、現地の人

との連絡や、日本人以外の人（韓国人など）ともメール

や電話をする必要がある。また、生地メーカーはヨーロ

ッパ系もあり、色々な国の人とコミュニケーションを

取らないといけないので、異文化経験は評価されている。

（3）帰国後から就職決定までに要した期間
　１ヶ月半

（4）就職活動の満足度とその要因
　満足。「ファッション関係でグローバルな仕事がした

い」という目的をぶらさずに就職できた。転職エージェ

ントのサイトの求人を見ると、自分のしたいことと違

っていても「あれもいい、これもいい」と色々な可能性

が見えてきて、ぶれそうになったが、それでは良い結果

にたどり着かないと思い、着実に今すべきことをして

前に進むようにした。

（1）現在の業種、職種
　アパレル関係の商社。営業事務。業務内容は工場の生

産管理、輸出入の書類の整理などで、書類の90％は英文。

（2）海外就業体験が仕事にどのように活かされているか
　リーディングの宿題や授業が役に立っている。メー

ルや電話でのコミュニケーションも渡航前ならできな

かったが、今は自信を持ってできている。

　まだ入社2ヶ月目なので、今の内にわからないことは

尋ねるようにしている。ボランティア経験で学んだ「わ

からない」と言う勇気を活かしたい。

（3）海外就業体験を今後どのように活かしていきたいか
　トロントで色々な国の人と話してコミュニケーショ

ンの大切さを学んだ。その経験を仕事に活かして橋渡

し役をしていきたい。

　将来はバイヤーの仕事がしたい。世界の展示会やシ

ョーに行って買い付けをしたい。トレンドを発信する

展示会やショーに関わりたい。そんな将来のステップ

アップに向け、今、英語を使った実務経験を積んでいる。

　帰国して1ヶ月後に、海外体験評価シートとジョブ・

カードを記入して対面でコーチングを受けた。担当の

キャリア・コンサルタントが美容関係の経験があり、自

分の目指す仕事への的確なアドバイスをもらえた。海

外生活全体も丁寧に棚卸してもらえて、これからの人

生の話もできてとても良かった。

 「そんなに焦らなくていい」と言ってくれたのもキャリ

ア・コンサルタントだけ。転職エージェントや両親と話

していると、「早く決めないと」と不安と焦りが募ったが、

キャリア・コンサルタント が「大丈夫」と言ってくれた

のがとても支えになった。

　特に印象に残っているのは、撮影のボランティアも1
日とはいえ普通の人は経験できないことで、「たまたま

声をかけてもらってラッキー」という否定的な表現で

なく「素質を見抜いてセンスを認めてもらった」と発想

転換した前向きなアピールを教わったこと。ファッシ

ョン業界で働いていくにはセンスや人に認めてもらう

ことが大きなアピールとなることを学び、なんとなく

していたことにもプラス評価してもらえて自信になった。

3.帰国後の就職活動

4.就業状況

5.Global ACEのサポートについて
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（1）渡航動機
　海外に行こうと思ったきっかけは、大学院を出て就

職した後、夏休みに初めて外国人の友人（カナダ出身の

韓国人）ができたこと。海外経験のないまま一生を終え

るのかと考えた時、自分は海外経験をしたいと思い、退

社して渡航。

　これからの人生で1年間もフリーになることはない

ので、「楽しみたい」というのが1番の目的で、語学は楽

しむためのコミュニケーションツールという位置付け

だった。

（2）前職（業種、職種）
　専門商社（服飾関係）に就職し、営業アシスタントを

していた。業務内容は、営業が受注した服（ブランド）の

仕事を受けて、その服を作るのに必要な生地・ボタンを

発注し、中国工場に製作依頼して仕入れ、市場に出すと

いうものだった。

（1）活動内容（渡航期間10ヶ月）
◦語学学校（6ヶ月）

　トロントの語学学校に通った。英語が第1目的ではな

いので、日本人も外国人も分け隔てなく付き合った。困

った時は日本人が頼りになるし、出国前にカナダに居

住経験のある友人に現地の日本人の知り合いを紹介し

てもらったのも心強かった。

◦アルバイト（3ヶ月）

　アルバイトでは英語を伸ばすことを大前提とし、客

と接して会話ができるレストランのサーバー職を選択。

英語ができれば職業選択の幅も広がると考え、外国で

しかできない英語でのコミュニケーション、異文化理

解を伸ばすように意識した。

◦ランゲージ・エクスチェンジ

　トロント大学で月1回、ランゲージ・エクスチェンジ

に参加し、日本語やアジア専攻のトロント大学生と交

流した。会話は日本語中心になったが「日本のこんなと

ころが興味を持たれている」など、見聞を広げることが

できた。また、このイベントに参加したことが、大学職

員を希望するきっかけとなった。当時のメンバーとは

今でも交流している。

◦旅行（ニューヨーク、ケベック、カルガリー、モントリ

オール）

　これからの人生でこのように時間のあることは2度

とないと考え、今できることを最大限に楽しみ実行す

るために、常に行動していた。

（2）居住環境
◦ホームステイ（1ヶ月）　

　カナダに関する情報発信ウェブサイトで日本から探

トロント大学の学生たちとの
交流をきっかけに
大学職員の道をめざした。

CANADA

Toronto

年齢 26歳

参加プログラム ワーキング・ホリデー

性別 男性 出身地 大阪M・Y氏のプロフィール

◦トロント大学のランゲージ・エクスチェンジの集まりがきっかけとなり、大学職員という進路を描いて、帰国後に母校に就職
することができた。
◦前職の就活の反省をふまえて、自分の求める仕事か確かめるために「直接足を運んで聞いて調べる」ことを心掛けた。
◦Global ACEのオンデマンドWeb講座「就職支援セミナー」が非常に面接に役立ったとの評価。

考察

渡航先 カナダ（トロント）

1.渡航前

2.滞在中

62



した。不安だったので韓国人の友人にも相談に乗って

もらった。

◦シェアハウス（2ヶ所、計8ヶ月）

　1軒目はカナダ人オーナーとアメリカ人とのシェア

で環境良し。

　2軒目はフィリピン人オーナーのシェアハウスでケ

ニア人、ケーマン諸島の人とシェア。安いが地下室でネ

ズミに苦労した。

（1）就職活動の方法
◦就職サイト、人材エージェントに登録

◦Global ACEのWeb講座を視聴

◦色々な業種のコネクションをあたる

◦足を使った就活

　大学職員を志望していたので、大学のキャリアセン

ターに足を運び、色々な話を聞いた。仕事の内容を聞い

て調べ、自分の求める仕事かどうか確かめた。そのなか

で卒業後3年未満なら新卒扱いと知り、母校や他大学に

応募した。

　母校ではホームページからOB訪問を申し込んだり、

キャリアセンターの人から職員を紹介してもらった。

その結果、母校の職員に採用された。

（2）海外就業体験をどうアピールし、何が評価されたか
　特に聞かれなかったが、足を運んで直接集めた情報

があるから自信を持って面接に臨めた。母校の理工学

部大学院卒なので、研究関係の部門で母校を世界に広

めたいという希望を持っていた。結果として、採用はグ

ローバル教育推進室に配属された。海外での経験が評

価されてこの部署へ配属されたと想像する。

（3）帰国後から就職決定までに要した期間
　3ヶ月半

（4）就職活動の満足度とその要因
　満足。その要因は、ギャップをなくす努力ができたこ

と。内容もわからず就職した前職の反省をふまえて、自

分の望んでいる仕事かどうか、足を運んで職員の話を

直接聞いて調べた。就業で大切なことは、組織でどんな

存在になりたいかということ。今は母校を世界に広め

たいという志を遂げるためにキャリアアップしたいと

思う。嫌なことも苦にならないほどのモチベーション

がある。

（1）現在の業種、職種
　母校の学事局。グローバル教育推進室。担当業務は留

学サポートで、海外の提携校に学生を送り出す業務。学

生の相談にも乗る。

　2015年4月からの正規採用だが、2014年9月から契

約社員として勤務している。

（2）海外就業体験が仕事にどのように活かされているか
　日本食レストランでの仕事を通して、「聞くこと、聞

かれることは限られている」と悟ることができた。どん

な仕事でも覚えることには限りがあることがわかった

ので、経験不足による無知を怖れなくなった。

（3）海外就業体験を今後どのように活かしていきたいか
　１つの仕事で覚えることに限りがあることはわかっ

ているが、学生の質問に対する先輩の話を聞いている

と知らないことが多いので、海外で身に付けた積極性

を武器に様々な経験を積んで必要な知識を増やしたい。

　海外体験評価シートやジョブ・カードを記入してから

の、キャリア・コンサルタントとの対面コーチングはと

ても話しやすく、あっという間の2時間だった。

　話すことに苦手意識がある自分に「喋った感じの人

柄が良い」と肯定的に捉えてもらえて嬉しかった。「面

接で上手く話せなくても、相手はどれだけ調べてきた

かを話している感じでわかる」と言われたのが励みと

なり、自分は誰よりも大学のことを調べようと心掛け、

直接出向いた。

　また、日本の社会は、はみ出ると這い上がれないと消

極的に考えていたが、友達からも「お前のキャリアは見

かた次第では良くも悪くも見える」と言われ、自分は逆

に他の人が歩んでいないキャリアを売りにしようと思

った。そんな時、Global ACEのセミナー動画を見て、

「自分はこういう（退社して海外に出る）選択をしたのだ」

と気楽に考えることを学び、どうしても大学に就職す

るんだとモチベーションを上げた。友人の助言とセミ

ナー動画が役に立ち、自分のキャリアを最大限に利用

しようと邁進し、望みどおりの就職を勝ち得ることが

できた。

3.帰国後の就職活動

4.就業状況

5.Global ACEのサポートについて
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（1）渡航動機
　英語や海外の文化に興味を持っていた。看護師として

内科病棟の終末期の患者さんと関わっているうちに、人

生は一度きりと思い知らされて、死ぬ時にやりきったと

思える人生にしたいと思った。今の自分の人生で何がで

きていたか振り返って、やり残したことは留学だと思った。

とはいえ、看護師の仕事は辞めたくなくて3年悩んだ末、

ワーキング・ホリデーでの渡航を決めた。

（2）前職（業種、職種）
　内科病棟の看護師。

（1）活動内容（渡航期間10ヶ月）
◦語学学校（3ヶ月、1ヶ月半）　

　バンクーバーの語学学校に入学。フルタイムで3ヶ月

間、グラマー、リスニング、発音矯正の他、医療と接点を

持っていたかったので医療英語も学んだ。

　帰国前にも、来たからには英語をもっと学びたいと考

え再び学校に入学。フルタイムで1ヶ月半、弱点だった文

法などの基礎固めをして帰国した。

◦病院見学

　カナダの看護を見る機会を語学学校から与えられた。

自分でも患者として病院に行ったので計5回くらい見学

した。患者には触れられなかったが、看護師の視線の投

げ方、立ち居振る舞い、食べ物など、視覚的な部分で学べ

た。日本との違いは、日本は細やかな分、気にし過ぎる面

もあるが、カナダはフレンドリーでおおらかであるなど、

医療現場でも異文化を学べた。医療レベルは日本の方が

優れているという発見もあった。

◦旅行（1ヶ月、日本からの友人のおもてなしでニューヨ

ークを旅行）

◦イベントに参加

　週末は色々なイベントに参加して現地生活をフルに楽

しんだ。ジョギング、ホームパーティ、映画、クリスマスイ

ルミネーション、サンタのパレード、企業や自治体のイベ

ント、ゲイパレード、ランタンを飛ばすなど、イベントは毎

週のようにあった。それらは情報誌や口コミで探した。

（2）居住環境
◦ホームステイ

　語学学校の3ヶ月は、フィリピン人宅でホームステイ。

他にメキシコ人、ブラジル人もステイしていた。ホームパ

ーティの時は皆で一緒に食事した。

◦シェアハウス

　日本人2人とシェア。ホームステイの経験から比較的き

れい好きなアジア人の家を探して日本人とシェアにした。

年齢 28歳

参加プログラム ワーキング・ホリデー

性別 女性 出身地 北海道M・N氏のプロフィール

◦カナダで医療英語を学び、現地の病院を積極的に見学した経験を、「インターナショナルナースを育てる」という新規プロジェクトで
活かそうとしている。
◦専門スキルがある場合は、そのスキルに海外で強化した英語力を付加してスケールアップさせることで仕事の選択肢がさらに増える。
◦元上司からのヘッドハンティングを受けて帰国前に就職が決まったので、就職活動はしていないが、Global ACEのサポートが現地
での気づきやモチベーション維持に役立っている。

考察

看護の視点で向き合った海外体験
をインターナショナルナースの
育成に活かしたい。

2.滞在中

1.渡航前

渡航先 カナダ（バンクーバー）

CANADA

Vancouver
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（1）就職活動の方法
　渡航中に元の上司からメールでオファーがきて、ヘッ

ドハントされた。それまでの準備としては、看護の英語

を勉強し、現地の病院を視察見学した。

（2）海外就業体験をどうアピールし、何が評価されたか
　どういうことを海外で勉強したか、感じてきたかを質

問された。病院を見学した経験や英語力をアピールして

評価されたと思う。大学病院でインターナショナルナー

スを育てる取り組みが始まったので、上司が自分を適任

と思ってくれたのではないだろうか。上司からは「その

うちインターナショナルナースの教官にしたい」と言わ

れており、医療英会話を病院で学ばせてもらっている。

（3）帰国後から就職決定までに要した期間
　帰国前に実質決まっていた。

（4）就職活動の満足度とその要因
　満足。インターナショナルナースを育てる指南役とし

てヘッドハンティングされた。過去6年間の看護師とし

ての実績も評価されているかもしれない。

（1）現在の業種、職種
　大学病院勤務。呼吸器内科の病棟の看護師。外来には

出ない。

　終末期の病棟なので、その人らしく生きられるサポー

トを一緒に考えられることが嬉しい。

（2）海外就業体験が仕事にどのように活かされているか
　カナダで一番感動したことは、町でぶつかると謝ったり、

「良い１日を」と皆が気持ち良いあいさつや笑顔だったり、

目を合わせて話すなど、基本中の基本のことを当たり前

にできていること。そうした人との基本的な関わりを自

分も心掛け、後輩にも指導していこうと思っている。

　日本は上下関係が厳しく、学生時代に日本の病院へ実

習に行くと学生は邪魔者扱いだった。しかし、カナダの

病院では忙しくても相手をしてくれて、「学ぼうとする人

には教えます」という姿勢に感動した。人として尊重さ

れることの大切さを知り、それが看護にも出ていること

をカナダで学んだ。

（3）海外就業体験を今後どのように活かしていきたいか
　医療英語を学ぶことで自分の幅が広がった。海外の患

者さんが年々増加しているので、医療英語を皆に伝える

役を担っていきたい。将来の看護師にとって英語は必須。

ベトナムやフィリピンからも看護師を招かないと間に合

わなくなる時代に向け、インターナショナルナースを育

てる教育者（看護師の先生）になりたい。実際、渡航前か

ら大学に在籍していて、この春に大卒資格を取り、大学

院に行くので、教育者になるのは叶わない夢ではないと

思う。大学院、助手、そして助教授と上がっていくのが今

のビジョン。

◦初期コーチング

　最初のコーチングで担当のキャリア・コンサルタント

から「言いたくないことは言わなくてよいから」と言われ、

他人の領域に土足で踏み込まないマナーと品の良さを

感じ、「この人なら信頼して話せる」と逆に何でも話すこ

とができた。

◦滞在中

　キャリア・コンサルタントと共に目標を具体的に立て

ることで、自分のすべきことがより明確に見えた。目標

設定シートは2枚印刷して、いつも見えるところに置いた。

心のたるみやぶれが生じた時、初心に返れるように使っ

ていた。

　能力開発の面では、具体的にどのように能力を伸ばす

かをキャリア・コンサルタントが考えてくれたので実行

しやすかった。

　また、日常生活の愚痴を肯定も否定もせずに聞いてく

れて、自ら考えるように導いてくれた。自分も将来教育

者を目指しているので、アドバイスの仕方のお手本にも

なった。

 「やり残したことがないようにしたい」という私の意図

を汲んで色々アドバイスをくれた。帰国直前のコーチン

グでは「悔いはないわね」というやり取りをするほど、半

年間でやりきった。

　カナダでの経験と同様、自分にとってかけがえのない

ものは、働く女性として、人として、母として「人生の師」

と思えるキャリア・コンサルタントと出会えたこと。彼女

を目標にこれからも頑張りたいと思う。

◦帰国後

　就職は既に決まっていたので就職支援のサポートはな

かったが、帰国後すぐに海外体験評価シートを使って担

当のキャリア・コンサルタントのコーチングを受けた。渡

航中は気付かない多くの気づきを得た。また、インタビ

ューを受けたことが自分の半年をつぶさに振り返る良い

機会となった。

5.Global ACEのサポートについて

4.就業状況

3.帰国後の就職活動
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（1）渡航動機
　中学のころから英語が得意で、いつか海外で英語を学

び仕事に活かしたいと思っていた。社会人3年目に会社

が久しぶりに新入社員をまとめて採用したので、引き継

いで辞められる良い機会と考えた。

（2）前職（業種、職種）
　機械メーカーの営業事務。法人の顧客相手に書類を

作成したり、機械の説明を行っていた。

（1）活動内容（渡航期間10ヶ月）
◦語学学校（3ヶ月、2ヶ月半）　

　ブリスベンの語学学校で3ヶ月、英語を学んだ。

さらにワーキング・ホリデー後、学生ビザを取得し、就活

のことを考えてメルボルンの語学学校に2ヶ月半通い、

英語のケンブリッジ検定の資格を取った。

◦オペア（3ヶ所、計8ヶ月）

　オーストラリアには子どもだけを家に残してはいけ

ないという法律がある。共働き夫婦のどちらかが帰宅す

るまで宿題や遊びの世話、ベビーシッティングなどをす

る代わりに宿、食事を無料提供されるオペアをメルボル

ンとパースで経験した。

（2）居住環境
◦ホームステイ（渡航後2ヶ月）

◦シェアハウス（台湾人とシェア）

◦オペアファミリー宅（8ヶ月）

（1）就職活動の方法
　担当のキャリア・コンサルタントから教えてもらった

紹介予定派遣（6ヶ月の試用期間を経て正社員になれる。

未経験でも採用してもらいやすい）のサービスを中心に、

インターネットで派遣会社に4社登録して並行して企業

探しをした。

　その結果、メルボルンに本社がある食品メーカーに就

職できた。

（2）海外就業体験をどうアピールし、何が評価されたか
　面接で海外経験についてはあまり聞かれなかったが、

「ケンブリッジとは何？」と聞かれた時に、現地の学校で

学んだことや、オペアで働きファミリーとのコミュニケ

ーションを通して英語が身に付いたことを織り交ぜて

話した。ケンブリッジ検定については「読み書き・聞く」

以外に「会話力」も求められることを伝えてアピールした。

そこは評価されたと思う。

　本社がオーストラリアにある会社なので縁を感じる

ことも伝えた。

得意の英語力を磨いて、
念願だったオーストラリアと
関わる仕事に就いた。

AUSTRALIA

Brisbane

Melbourne

年齢 26歳

参加プログラム ワーキング・ホリデー

性別 女性 出身地 奈良O・M氏のプロフィール

◦ワーキング・ホリデーを通して、「海外で英語を学び仕事に活かしたい」という夢を実現させることができた。
◦帰国前に、会話力も必要なケンブリッジ検定の資格を取得したことが、帰国後の就職活動のPRにも活かせた。
◦Global ACEの担当キャリア・コンサルタントは就職活動の一番のサポーターとして頼りにしていた。就職支援セミナーや会
社ごとに添削してもらった履歴書サポートは特に有効と高く評価。

考察

渡航先 オーストラリア（ブリスベン・メルボルン）

1.渡航前

3.帰国後の就職活動

2.滞在中
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　最終面接で社長に「夢はなんですか？」と聞かれ、「色々

な人とコミュニケーションを取れる人間になりたい」と

答えた。

（3）帰国後から就職決定までに要した期間
　4ヶ月。目標よりは時間がかかった。

（4）就職活動の満足度とその要因
　大満足。要因は、オーストラリアに行っていたという

渡航経験と、前職での実績。「こんなことができたら素敵」

と思っていた仕事であり、オーストラリアの食肉を輸入

する会社は本意だった。

（1）現在の業種、職種
　食品メーカー。本社メルボルン。東京本社（6人＋社長）

と大阪支社（3人）がある。

　営業サポート、営業事務、貿易事務と色々なことがで

きると言われている。日本の規模は小さいが長く働いて

いる人が多く、福利厚生も整っているので主婦も両立で

きる。

（2）海外就業体験が仕事にどのように活かされているか
　他の人の意見を受け入れる垣根が低くなった。聞くば

かりでなく自分の意見も言えるようになり、コミュニケ

ーション力が高められた。視野が広がった。

（3）海外就業体験を今後どのように活かしていきたいか
　語学力をこれからも伸ばしていきたい。海外でできた

友人やファミリーとの交流を大切にし、英語を忘れない

ようにキープしたい。

　現職でのキャリアアップも可能で、営業まではいかな

いが、事務として顧客と取引をやっていきたいならオー

ストラリア研修もあると言われている。

　担当キャリア・コンサルタントの第一印象は、話しや

すく信頼できる人だということ。なんでも相談しやすく

て、自分で気付かないことを色々教えてもらった。

　帰国後は就職活動の一番のサポーターとして頼りに

していた。帰国後1～2週間でジョブ・カードを中心にコ

ーチングを受けた。帰国直後の海外体験の棚卸しは、記

憶が鮮明なのでとても良かった。

　受ける会社ごとにジョブ・カードを添削してもらい、

職務経歴書に反映することができた。同じ経験でもアピ

ールの仕方で文章が大きく変わることもわかった。添削

していただいたジョブ・カードは自力では到底仕上げら

れないもので、非常に助かった。

　Global ACEの就職支援セミナーに参加できたのも

大きなプラスとなった。面接での印象、企業へのアピー

ルの仕方、ストラテジーや気持ちの面の話も聞くことが

でき、これから就職活動を頑張ろうと自分を盛り上げら

れた。

　採用結果がだめでも「次、次」と励ましてくれたので、

自分もその言葉通りにやろうと思い前向きに取り組めた。

モチベーションの維持には欠かせない存在だった。

4.就業状況

5.Global ACEのサポートについて
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相談事例、反省事例

第  章



概要

相談事例

1

2

　Global ACEの支援対象者から受けた相談の中から代表的なものを抽出し、回答例を添えて紹介する。

　また、渡航前～帰国後、就職活動サポートにおける反省事例にも触れ、今後の検討課題について考察する。

1.渡航前

Q A

渡航中に何をしておけばいいのでしょうか？ 海外生活を帰国後の就活に結び付けるために以下の2
つのことをお薦めする。
◦海外のコミュニティ（インターンシップ、ボランテ
ィア、アルバイト、サークル活動など）に参加し、主体
的に行動し、周囲に好影響を与えるエピソード作りを
行うこと。語学力の向上や、自己成長が期待できるため、
就活で話せるエピソードができる。
◦語学力を示せる証を残すこと。何かしらの証拠を提
示できないと、海外に遊びに行ったのかと思われてし
まう恐れがある。

帰国の時期によって就活に有利、不利はあるのでしょ
うか？

中途採用枠の場合、欠員募集が多いため、通年募集し
ている。したがって、特に時期的な有利不利はないと
考えてよい。

渡航前に語学を勉強しておきたいのですが、どんな勉
強をしておけばいいでしょうか？

現地に到着した後からすぐに語学を使う必要がある
ため、生活するのに必要なフレーズを覚えておくとよい。
書店に行くと場面ごとの表現集などがあるので、1冊
購入し、現地で使いそうな表現を覚えていく。それだ
けでも安心材料になるし、モチベーションアップにつ
ながる。海外渡航支援エージェントによっては、無料
英会話レッスンなどがあるので、それらに参加してみ
るのもよい。
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2.滞在中

Q A

現地の友人ができないのですが、どのように接点を持
てばいいのでしょうか？

まずは現地のコミュニティに入ることをお勧めする。
なんらかの趣味サークルやスポーツサークル、ボラン
ティア、アルバイト、インターンシップなどであるが、
現地の情報サイトや掲示板（クラシファイド情報）を
利用すると見つけやすい。
その他、知人から現地の人を紹介してもらうのも1つ
の手段である。

アルバイト先やインターンシップ先、ボランティア先
はどのように探せばいいのですか？

一例として下記の方法がある。
◦現地の情報サイト（craigslistその他）や掲示板（ク
ラシファイド情報）を利用
◦留学エージェントの現地オフィスの掲示板などを
見る
◦日本人向けのフリーペーパーや地域紙から探す
◦友人から紹介してもらう。特に帰国する友人から紹
介してもらうと見付けやすい
◦直接現地の会社やお店にアプローチする。その際に
は履歴書を持参

出発前になって漠然と不安を感じるのですが。 不安を感じることは自体は決して悪いことではない。
それだけ慎重に行動するようになる。
不安や疑問点はエージェントのカウンセラーやキャ
リア・コンサルタントに質問し、情報を集め、できるだ
け事前に不安を解消すること。不安が消えると自分の
決意が固まる源となる。つまり、不安があるほど、自
分の決意が固まる源が多いわけなので心配ない。どう
しても不安が払しょくできない時は、不安を解消しよ
うと頑張るのではなく、今自分ができることから始め
ること。目の前のことに集中すれば、不安はなくなる。

ワーキング・ホリデーの目的が漠然としているのですが、
大丈夫でしょうか？

例えば、なんの制約もないとしたら、海外から帰国し
た時、自分はどんな姿になっていたいかを自由に想像
してみる。想像するだけで思わずワクワクするぐらい
のものが良い。「語学を流暢に話せるようになりたい」
とか、「世界中に友達を作りたい」など、渡航したいと
考えた時に、何か動機があったはず。そこを目標に落
とし込むことをお勧めする。キャリア・コンサルタン
トと一緒に考えることで、より明確になる。
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Q A

あと1ヶ月しかないのですが、就活の準備は何をして
おけばいいのでしょうか？

例えば以下の準備は有効と思われる。
◦就活サイトへエントリーを開始する
◦就職支援エージェントへ登録する
◦帰国後すぐに就活が開始できるように、少しずつ履歴
書、職務経歴書も書き始める。これらのフォーマットは、
インターネットからダウンロードが可能

志望先が未定の場合は、就活サイトで実際の求人情報を
見るとイメージが湧く。自分の関心のあるキーワードで
検索すると、それに関連した求人が出てくるので、その
中から検討するのも1つの手段である。

インターンシップをしているのですが、補助的な仕事
しか回してくれません。意味が見出せないので辞めよ
うと思うのですが、どうでしょうか？

語学力のハンディがあるため、基本的にどの企業であ
っても補助的な仕事が大半である。そのため、上司か
ら言われたことしかやらなければ補助的な仕事しか
回ってこない。
提案としては、上司から言われた仕事は、ただこなす
だけではなく、言われた以上のパフォーマンスを出す
ように心掛けること。例えば、2日でやるように言わ
れたのであれば、質を落とさず1日で仕上げるなど。
その上で、「こんな仕事もやらせてください」「こんな
仕事は得意です」と直談判してみること。1、2回断ら
れたとしてもめげずに、ことあるごとに直談判する。
海外では自分から働きかけなければ物事は進展しな
いし、この行動は自身の主体力向上にもつながる。

語学力が思うように身に付きません。何か良い方法は
ありますか？

語学力アップを図るには、やはり人と話す機会を増や
すことである。
机上だけでは「読み」「書き」はできても、コミュニケー
ション力は身に付かない。
そのためには、なるべく外へ出て会話をする機会を意
識的に作ること。
例えば、現地の language exchangeや、meetup
などを活用したり、ボランティアやサークルなどのコ
ミュニティに参加し、現地の人達との交流を図ること。
もし、授業などでプレゼンテーション力を磨きたいの
であれば、TEDを活用し、自分が興味のあるテーマを
英語の字幕を付けて繰り返し見て、英語表現を覚えた
り、身振り手振りも真似てみることも有効かと思われ
る。
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やりたいと思うことにチャレンジしようとしても続
きません。あるいは、なかなか着手できずにズルズル
時間が経過してしまいます。

理由は以下の2つが考えられる。
◦「本当にそれをやりたい！」というエモーションが
ない
自分がやりたいというよりも周囲の常識的な視点か
ら思いついただけで、心から取り組みたいと思ってい
ない。
◦不安である
未知の領域だったりすると自信もないため一歩踏み
出せない。
　
前者の場合であれば、目標を「他人視点」からではなく、
「自分視点」に戻し、目標自体を変えること。
後者の場合は、大上段に構えず目標から逆算して、や
れるべきことを日々の自分の行動、プロセスまで落と
し込むこと。例えば、TOEICで800点を取るという
目標を掲げた後は、そのために自分の弱点を知るため
に、まずは実際に試験を受け自分の弱みを把握する。
仮にリスニングが弱いのであれば、リスニング教材を
選び、「毎日2ページずつ実践する」というように日々
のプロセスまで落とし込む。その日にやるべきことが
明確化できるので継続しやすく取り掛かりやすくなる。
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3.帰国後

Q A

自分のやりたいことが見付からない。 「やりたいこと」ではなく「やりたくないこと」を書き
出す方法も有効な手段である。例えば、「人に頭を下げ
たくない」「セールスで数字を追うのは苦手」「事務作
業は嫌い」「人間関係が苦手」など。その過程でやがて
自分が「やりたいこと」がうっすら見えてくることも
ある。
その他の方法としては、就活サイトを利用し、実際の
求人情報を見ること。そして「自分は何をやりたいの
だろう？」という視点ではなく、「この仕事であれば、
自分は好きになれそうかな？」という「好きになれそ
うなこと」視点で求人を見ると「やりたいこと」につな
がることもある。

海外で得られた自分の強みや弱み、成長などがわから
ず自信がありません。

海外生活をすると自分でも気付かない能力は誰でも
身に付いている。
気付き方の一例としては、海外生活を月ごとに分け、
自分のモチベーションのアップダウンをグラフにし
てみること。どんな時にモチベーションが上がり、ど
んな時にモチベーションが下がったのかに注目すると、
モチベーションが低いところから上がる過程には自
分の強みや成長が見えてくる。逆に、モチベーション
が高いところから下がる過程には、自分の弱みや課題
が見えてくる。
この作業をキャリア・コンサルタントと一緒に行うと、
客観的な観点からアドバイスをもらえるので効果的
である。

帰国したのですが、TOEICスコアが500点と自分の
思う語学力が身に付かなかったため、そのまま就活を
するよりも、再度別の国に渡航してTOEICスコアを
上げようかと迷っていますが、どう思いますか？

留学目的を十分検討する必要がある。必ずしも2度目
の渡航で満足のいく語学力アップが図れる保証はな
いし、企業は語学力のみで採用はしない。職歴、海外
で身に付けたヒューマンスキル、専門性などを総合的
に判断し、採用を決定する。TOEICのスコアであれ
ば国内の勉強でも十分スコアアップは望める。2度目
の渡航の必要性を再度しっかり考えた方がよい。
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4.就職活動

Q A

帰国した後、どれくらいの期間で就職先は決定するも
のですか？

帰国後すぐに就活を始める人もいれば、しばらくして
から就活を始める方もいるので一概には言えないが、
早くて2ヶ月以内、遅くて半年以上かかっているよう
である。平均4ヶ月程度が1つの目安と考えられる。

帰国後しばらくゆっくりしてから就活を開始しよう
と思いますが、大丈夫でしょうか？

帰国後あまり期間を空けてしまうのは得策ではない。
ゆっくりしたい場合であっても、1～2週間くらい休暇
を取ったらできるだけ早めに就活を開始した方がよい。

どのように就活を始めればいいのでしょうか？ まずは、ジョブ・カードなどをまとめ、これまでの自分
自身の棚卸しを行い、自分の方向性を決めたうえで、
下記のようなアプローチを検討する。
①就活サイトを利用する
②ハローワークで相談する
③就活エージェントに登録して求人を紹介してもら
う
④企業のHPの採用ページからエントリーする
⑤知人から求人の紹介を受ける
⑥直接企業に連絡を取り、アプローチしてみる

最も一般的な方法は、①②である。
前職のキャリアがある程度あれば、③「就活エージェ
ント」に登録し、求人を紹介してもらうことも有効な
手段である。
また④も有効である。上記の手段で求人情報を出さず
に、自社のHPでしか募っていない企業も少なくない。
そして⑤も、人づてでしか知り得ない求人も多いので、
積極的に周囲に自分が就職活動をしていることを話
すのも有効と思われる。

英語を使う仕事をしたいのですが、なかなか内定がも
らえません。

英語を使う仕事という『ふるい』にかけてしまうと、可
能性を狭めてしまう。
英語を使わなければ、何をしたいのか、という観点で
求人を探してみること。
グローバル時代のなか、現在英語を使うシーンのない
会社であっても将来的に英語を使う必要性に迫られ
る可能性は大いにあり得る。
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Q A

語学学校の修了証やインターンシップの修了証は添
えた方がよいでしょうか。

応募書類と一緒に提出してもよい。ただし、評価され
るかどうかは企業次第である。

自己PRの書き方がわかりません。ポイントはなんで
しょうか？

まずは、企業の求める人物像に自分が合致しているこ
とをアピールすること。
求職者の能力も大事な要素だが、企業は自社のニーズ
に合致している人物かどうかを見極めて採用を決める。

志望動機のポイントを教えてください。 例えば以下の3点が入っていると効果的と思われる。
◦なぜこの業界なのか
◦その業界の中で、なぜその会社なのか
◦その会社でチャレンジしてみたいことは何か

面接での注意事項を教えてください。 特に海外体験者は以下の点を留意するとよい。
◦権利主張を控える
海外では普通のことだが、日本の企業ではまだまだ権
利主張に関しては抵抗感を抱く企業は少なくない。「自
分が企業に貢献する」という姿勢で面接に臨むこと。
◦「語学を使いたい」という気持ちをあまり前面に出
さない
ケースバイケースであるが、その企業に入社したいと
いうよりも、英語を使いたいだけと捉えられてしまう
恐れがある。
◦渡航理由や得られた能力をわかりやすい言葉で伝
える
きちんと伝えられないと、せっかくの海外体験を評価
してもらえず誤解を招く恐れがある。
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反省事例3
1.渡航前

【ラポールの構築】
◦約束に対しての意識が低い。

◦真面目すぎて自分の殻を破らない。

◦自身が何もしなくてもCCからアドバイスをもらえるという受け身の姿勢。

◦能力開発シートなどへの記載が場当たり的である。

【自己肯定感の強化】
◦モチベーション維持に苦労している。

◦常に何かに急かされているような追いつめられた様子でゆとりがない。

【過去のキャリアの棚卸し】
◦英語力が一定基準に達していない。

◦ジョブ・カードの職務経歴欄の記入が雑である。

【渡航目的の明確化】
◦渡航の目的意識が希薄で、明確な目標やビジョンに欠ける。

【目標の設定】
◦目標設定自体の意図が理解できていない。

◦記入シートの記載が大まかで、CCがなんとかしてくれるという甘えが見受けられる。当事者意識が感じられない。

【能力開発計画の作成】
◦能力開発の強化項目は決められるが、どのように向上させていくか、手段が考えられない。実際に行って、働いてみな

いとわからないという理由で計画設定に消極的である。

◦就職支援はしてもらいたいが、能力開発などには消極的。

2.滞在中

【渡航直後の不安の解消】
◦Webシステム（ブログ）のチェックを怠る。

◦連絡が途絶え、状況把握ができない。

◦「しなければ」という気持ちと、「したくない」「まだ自信がない」「延長したい」「先延ばししたい」など、意思決定に不

安を感じている。現状を「受け入れる姿勢」が整っていない。

【行動の後押し】
◦あくまでも受け身（指示待ち姿勢）で、積極性が感じられない。

◦積極的に動かず、色々と提案しても何事に対しても否定的。

相
談
事
例
、
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◦トラブルを避けたり、日本語環境に安住するなど、安易な方向に流れている。

◦現地でしか経験できない機会を活かしていない。

◦動けない理由ばかりを考えて、できることを自身で制限してしまう。

◦英語力向上のコツ、インターンシップの仕方を質問するだけで、自ら行動しようとしない。

【PDCAの実施】
◦能力開発計画の課題に取り組んでいない。

◦目標を忘れ、日々のルーチンワークに流されてしまう。

◦問題解決することを先送りする傾向が強い。

◦語学力が向上しないことで諦め、当初の目的を投げ出してしまう。

【活動の振り返り】
◦2年間滞在の後、さらに半年延長。渡航の成果を見出せずに模索が続く。

◦現状の把握が不足（自分自身と現実、やりたいこととのギャップなど）。

【就活の意識づけ】
◦長期間、農場などで仕事をしていたため、時間の感覚がなくなった。

3.帰国後

【海外体験の振り返り】
◦あくまでも受け身（指示待ち姿勢）で、積極性が感じられない。

◦社会で必要とされる英語力のレベルを知ろうしない。

◦帰国後、持ち帰ったものが明確にできない。

【ジョブカード作成】
◦ジョブ・カードについて第三者に渡す書類という意識が感じられない。

◦ジョブ・カードが自分勝手な記載に終始している。

【就職活動の始動】
◦仕事探しの方向性が定まらない。

◦再渡航の検討や英語力テストを優先して、仕事探しが後回しになる。

◦帰国直後から、「短期」「とりあえず」のアルバイトや派遣の仕事を始め、場当たり的でその場しのぎである。

◦海外経験があまり良いものではなかったため、それを就活につなげたいとは思えず、渡航経験と就活を別のものと位

置付けたい考えから抜け出せない。

◦なんとなく他人事のような印象。

【就活の後押し】
◦憧れやイメージだけでミスマッチの業界や企業を選び、やりたいことや英語環境に固執。

◦目標とする企業名が挙がっても、突き詰めれば動機が薄い、企業研究もしていない。

◦求人情報の収集まではしても、そこから応募に踏み出せない。

◦希望する仕事に必要とされる要件を満たしていないにも関わらず、その領域に絞り込んで就職活動をしたがる。
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考察4
　全般的に言えることは、勤労意欲が低く、他力本願で自己中心的な側面があり、社会人としての規律性も乏しく、場

当たり的で計画性がないような渡航者は、海外体験から得るものも少なく、就職活動にも苦戦しているようである。

　今回の反省事例のようなケースは稀であるが、キャリア・コンサルタントの支援が水泡に帰すことのないよう、支

援対象者の意識付けなどの強化は必要である。
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　これまでの章を踏まえ、グローバル人材としてのエンプロイアビリティを高める海外体験のあり方について考える。

1.渡航者のタイプについて

　自己肯定感とキャリア志向の2軸で4タイプに分ける

ことができるが、どちらかが低い場合は、自身が高める

ための強い自覚を持つか、あるいはキャリア・コンサル

タントのような存在の支援に頼るなど、何かしらの意

識改革がなされると、海外体験をより有益なものにで

きると思われる。

2.渡航動機と目的について

　渡航動機については、H26年度調査では以下の4つに

分類している。

①現状打開志向が強い層

（動機例）

職場環境・企業文化が合わなかった、起業をしたかっ

た、仕事にやりがいを感じられなかった、自分に合う

仕事を見付けたかった、キャリアチェンジをしたか

ったなど

②国際志向が強い層

（動機例）

海外に対する漠然とした憧れがあった、外国人と交

流したかった、海外で生活をしたかった、海外で仕事

をしたかった、語学力を強化したかったなど

③社会貢献志向が強い層

（動機例）

社会貢献したかった

④動機があいまいな層

　そしてこれら動機別のエンプロイアビリティに関わ

る以下の調査事項については、動機が明確な層（①～③）

と動機が不明確な層（④）とでは明らかに差があること

が判明している。

ア）「帰国後の就職活動時に海外体験が評価されたか」

イ）「現地でどのような能力・資質が向上したか」

ウ）「海外体験が就業に発揮できているか」

　さらには、イ）において向上した能力・資質が多いほど、

ウ）の発揮度合いが高くなっていることがわかっている。

　H26年度調査の対象は、Global ACEのサポート対

象外の海外体験者であるため、渡航動機がそのまま現

地生活の過ごし方や帰国後の就職活動に影響したとも

解釈できる。

　Global ACEの支援対象者の中には渡航動機が不明

確な者もいるが、キャリア・コンサルティングを受ける

なかで、目的が明確になり、非常に有益な海外生活を過

ごし、就職に成功しているケースも少なくない。

　H26年度調査でも、「④動機があいまいな層」は全体

の4割程度いるため、動機（渡航を思い立ったきっかけ）

もさることながら、それをふまえたうえでどんな「目的」

を設定するかが非常に重要であると思われる。

　帰国後にありたい自分の姿を明確にイメージするこ

とで、現在とのギャップを認識し、それを埋めるために

現地で何をすべきかが明らかになれば、能力開発への

モチベーションも向上するであろう。

　具体的な目標も主体的に設定できるようになるであ

ろう。キャリア・コンサルタントの支援を受ければより

正しい目標設定ができ、無為に時間を過ごすことも防

げると思われる。
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3.現地生活について

　渡航前に立てた目的や目標を念頭に、現地での機会

を存分に活用して、限りある滞在期間のなかでできる

だけ多くの体験を積むことが肝要である。そのために

は日常がマンネリ化しないよう、1ヶ月単位ぐらいで

PDCAサイクルを回し、常に目標に向けて取り組むと

いう姿勢が求められる。時折、そもそもの渡航目的も振

り返ることで初心に戻ることもモチベーション維持に

は有効である。一方で、現地の状況に応じて、目標を柔

軟に変えることも時として必要である。

　キャリア・コンサルタントからのフィードバックを受

けることで自己成長感を感じることも重要である。そ

の自信が次のアクションのエンジンとなり、また大き

く成長するという好循環が回り始めるであろう。

　日々が充実してくるとあっという間に帰国時期が迫

ってくるが、帰国前にできることから就職活動の準備

もしておくと安心である。

4.帰国後について

　帰国すると日本への見方が変わることも少なくない。

海外と比較することで日本の特徴を客観的に見ること

ができるようになる。自分の成長を振り返り、どのよう

なキャリア形成をしたいのか改めて内省したり、キャ

リア・コンサルタントと一緒に考えることで就職への道

が開かれてくる。

　一方、逆カルチャーショックで、就職活動へのエンジ

ンがかかるまでに時間を要するケースも見受けられる。

アクションが遅れるとそれだけ不利になることは過去

の調査でも明らかであるため、1人で悩まずにキャリア・

コンサルタントに相談するなどして、自分を鼓舞する

動きが求められる。
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5.キャリア・コンサルティングについて

　「海外体験を活かしたキャリア形成事例分析（平成25
年度版）」の中で、以下のような渡航者タイプに応じた

関与スタンス例を提示した。

強い

強い弱い

キャリア志向

ⅠⅡ

ⅣⅢ 自己肯定感

弱い

渡航者タイプ C C の関与スタンス

I 「見守り型」本人の意思を尊重し、困った時や迷った時に手を差し伸べる。

II 「応援型」本人のキャリア志向を尊重し、スキルやマインドの承認を徹底する。

III 「けん引型」全面的に支援し先導する。

IV 「開眼型」キャリア志向へ開眼するよう仕事への意識醸成を図る。

　今回は便宜上、4タイプに分けているが、もちろん唯

一の分類ではなく、他にも分け方はあり得るし、さらに

は職歴や渡航動機などの他の要素も加わると、渡航者は

十人十色である。各自に適切なキャリア・コンサルティ

ングを行うだけの技能が必須であるだけでなく、渡航前

～帰国後までの期間にわたりコーチとして併走し、相手

を承認しながらも時には叱咤激励するなども求められる。

　そのため深い信頼関係があって初めて有益なコンサ

ルティングが成立する難しい側面もあるのは事実である。

ゆえにコンサルタント自身が職業人としてのロールモ

デルになるぐらいの気概で接することが肝要であるし、

そうすることで支援対象者のキャリア意識や自己肯定

感を高めることにもつながると思われる。
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　今回の事例分析では、当事業の2年間の実績を集約すべく、様々なソースから情

報を収集し編集いたしました。

　支援対象者の立場やキャリア・コンサルタントの立場などから好事例を分析し、

海外体験を通じたキャリア形成の在り方について、一考察ではありますが、整理

することができたと思っております。

　一方で、反省事例からは課題も浮き彫りになってきましたので、今後の支援の

在り方を検討する上で真摯に受け止め、活かしていく必要性を感じております。

　

　当事業では年間300名以上の渡航者に支援を行っておりますが、事業の対象は、

支援者本人だけにとどまりません。この事例分析や実態調査研究などで得られた

知見の普及を通じて、より多くの渡航者や送り出すエージェント、帰国後の就職

をサポートする全国のキャリア・コンサルタントなどの参考となることで、事業

の成果が計られると考えております。

　そして、受け入れる企業に対しても、海外就業体験者への理解促進や、採用およ

び活用にあたっての参考情報となれば幸いです。

　ワーキング・ホリデーだけでも年間2万人の若者が海外で貴重な体験をしてき

ております。海外インターンシップや海外ボランティアなども含めると、海外就

業体験者は相当な数に上ります。中小企業も含め日本企業のグローバル展開が加

速したり、2020年の東京オリンピックを契機に来日外国人の数も急増するなかで、

国内外で海外就業体験者が活躍できる機会は一層増えてくることでしょう。

　次世代を担う若者がグローバル人材へ成長するための支援と、彼ら彼女らを受

け入れる社会づくりがますます求められてくると感じております。

一般社団法人海外留学協議会（JAOS）

おわりに
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企業が求める能力・資質
資料

1
　まず、社会人基礎力（経済産業省の提唱）や産業界が求める人材像（労働政策研究・研修機構の調査）などをふまえ、若

年者が海外就業体験で習得できる能力（H16年度厚生労働省委託調査）に基づき、企業が求める能力・資質に見合った

Global ACE独自のコンピテンシー（海外就業体験版）を定義した。

　社会人基礎力とは、経済産業省が2006年から提唱している能力で、「前に踏み出す力」「考え抜く力」「チームで働く力」

を柱に12の能力要素から構成されており、「職場や地域社会で多様な人々と仕事をしていくために必要な基礎的な力」

として定義されている。

■前に踏み出す力：一歩前に踏み出し、失敗しても粘り強く取り組む力

　・主体性：物事に進んで取り組む力

　・働きかけ力：他人に働きかけ巻き込む力

　・実行力：目的を設定し確実に行動する力

■考え抜く力：疑問を持ち、考え抜く力

　・課題発見力：現状を分析し目的や課題を明らかにする力

　・計画力：課題の解決に向けたプロセスを明らかにし準備する力

　・創造力：新しい価値を生み出す力

■チームで働く力：多様な人々と共に、目標に向けて協力する力

　・発信力：自分の意見をわかりやすく伝える力

　・傾聴力：相手の意見を丁寧に聴く力

　・柔軟性：意見の違いや立場の違いを理解する力

　・状況把握力：自分と周囲の人々や物事との関係性を理解する力

　・規律性：社会のルールや人との約束を守る力　

　・ストレスコントロール力：ストレスの発生源に対応する力

　競争が激しいグローバル時代のなかで、企業が若年者に求める資質は、主体性や高いコミュニケーション能力、創

造性、チャレンジ精神などが挙げられている。

（データの出典：独立行政法人労働政策研究・研修機構2011年調査、回答3,392 社）

■企業が若手社員の採用にあたり、最も求めている能力

　・指示されたことだけでなく、自ら考え行動することができる（78％）

　・コミュニケーション能力が高いこと（65.7％）

■従来と比べて必要性が大きく増している能力・人材

　・自社にない新しい発想を持った人材

社会人基礎力1

産業界が求める人材像2
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　・チャレンジ精神があること

　・柔軟な発想ができること

　・語学力があること

■「失敗や困難があってもやり遂げようとする意思が強い」と感じる企業の割合（世代別）

　40 代以上：62.4％、30 代：36.0％、20 代：8.8％

　※企業では、若い世代ほど失敗や困難への耐性が極端に弱くなっていると感じている。

　平成16年度に厚生労働省の委託事業として実施された「海外就業体験が若年者の職業能力開発・キャリア形成に及

ぼす影響に関する調査研究」の結果、海外インターンシップやワーキング・ホリデーなどの海外就業体験を通じて習得

したと多くの者が自覚した能力・資質は、「国際感覚・異文化適応能力」「積極性」「幅広い視野」「コミュニケーション能力」

「忍耐力・我慢強さ」「外国語能力」「判断力・決断力」などであった。

海外就業体験を通じて習得した能力・資質3

海外就業体験を通じて修得した知識・技能

0

積極性
80.7
86.8

国際感覚・異文化適応能力
80.1

89.9

幅広い視野
77.5

86.5

コミュニケーション能力
79.2
85.0

忍耐力・我慢強さ
71.7

83.5

外国語能力
55.7

75.5

判断力・決断力
60.5

70.3

20 40 60 80 100

ワーキング・ホリデー

海外インターシップ

（有効回答数1538件）

（％）
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就職成功までの軌跡（補足）
資料

2

インタビュー回答者一覧

※年齢は帰国時点

氏名 年齢※ 性別 出身地 参加プログラム 渡航先（国・地域）

H・K氏 28歳 女 大阪
ワーキング・ホリデー・
語学研修など

カナダ
バンクーバー・カルガリー

O・M氏 29歳 女 東京
語学留学、専門学校、
インターンシップ

カナダ
バンクーバー

S・A氏 26歳 女 京都 ワーキング・ホリデー
カナダ
トロント

M・E氏 27歳 女 東京
ワーキング・ホリデー・
語学研修など

カナダ
ビクトリア
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（1）渡航動機
　前職を退社後、転職を考えた時に、日本ではできない

体験をしつつ、英語力を磨くことができるワーキング・

ホリデーに参加すれば、この経験を活かして、転職活動

を有利に進めることができると考えた。

（2）前職（業種、職種）
　アパレル関係。総務、営業アシスタント。業務内容は、

仕入先からの製品の検品、在庫管理、商品の陳列・整理、

取引先への納品、受付・電話応対など。決められた業務

を一貫して行うのではなく、人手が足りない部署を補助

するという社内方針だったため、幅広い業務に携わって

いた。そのため、臨機応変に対応することの難しさを知

ると共に、効率よく仕事を進めようとする姿勢が身に付

いた。

（1）活動内容
◦語学学校（通算７ヶ月）

　渡航先のバンクーバーで語学学校に４カ月通った。

仕事を探してカルガリーに移った後、カルガリーの大学

付属の語学学校（ESL）を日本人の留学カウンセラーに

仲介してもらい、３ヶ月さらに英語を学んだ。

◦アルバイト（６ヶ月）

　インターネットを使ってバンクーバー以外の場所で

仕事を探した。カルガリーへ移り、空港の土産物店など

で働いた。色々な国の人が買い物に来るので積極的に話

す機会を作った。

◦ボランティア活動

　インターネットで探し、マラソン大会のボランティア

（最後にメダルを渡す係）を経験した。

◦ファーム

　農業体験をしながら宿泊費は不要というWWOOF
ステイなどをした。日本人は自分一人だったので英語環

境に入れて良かった。野菜の収穫の仕事も仲間とお喋り

しながら採れたて野菜を食べたりして楽しかった。

◦現地大学生との交流

　カルガリーの大学のジャパニーズカンバセーション

クラブに参加し、現地で日本語を学ぶ学生と交流した。

友達ができて今でも連絡を取り合っている。

◦旅行

　人生最後のチャンスと思い、じっとしていることはな

かった。一人でカナダ国内を西に東に旅行したほか、最

後にラスベガスやグランドキャニオンにも旅行した。

（2）居住環境
◦ホームステイ

　安心感があった。

◦シェアハウス

　なるべく現地の人とシェアするようにした。

日本でできない経験と
英語力を強みに、
満足できる就活ができた。

CANADA

Vancouver

以降、原稿未着

年齢 28歳

参加プログラム ワーキング・ホリデーなど

性別 女性 出身地 大阪H・K氏のプロフィール

◦ワーキング・ホリデーに加えて、学生ビザで延長して英語力を強化し、日本で英語が使える仕事を得ることができた。
・就職に対する意識が漠然としていたなかで、Global ACEのサポートによって就職へのモチベーションが高まった。
・就職支援セミナーに参加したことで、自己肯定感が高まり自信がついた。

考察

渡航先 カナダ（バンクーバー・カルガリー）

1.渡航前

2.滞在中
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（1）就職活動の方法
　就職サイトを調べたり、ハローワークにも行った。就

活準備として、TOEICと英検の資格を取った。

（2）海外就業体験をどうアピールし、何が評価されたか
　語学面は、渡航前はさほど自信はなかったが、カナダ

生活で自信がついたのでアピールしようと思った。英語

での接客ができることもアピールした。TOEICと英検

の資格も取っておいたので評価されたと思う。

（3）帰国後から就職決定までに要した期間
　半年。

（4）就職活動の満足度とその要因
　満足。努力できるところ、真面目なところが強みにな

ったのだと思う。中途採用は即戦力が求められているの

で、経歴、学歴重視の傾向にあるが、自分が採用された

特許事務はこれまで経験のない仕事なので、必ずしも経

歴だけで判断されたわけではない。

（1）現在の業種、職種
　特許事務所。弁理士の先生につく秘書、事務業務。海

外の特許申請書については翻訳専門のスタッフがいる

ので、自分は英語でのメールのやりとりや電話応対など

を行っている。

（2）海外就業体験が仕事にどのように活かされているか
　語学力が活かされている。顧客は日本の企業だが、特

許を取る国がアメリカや中国など海外の場合、英語の文

書でやりとりする。英語の電話を取次ぐこともある。ス

タッフは皆英語ができ、入社資格がTOEIC750点以上。

英語でのコミュニケーションはなんとかなるという自

信も活かされている。

（3）海外就業体験を今後どのように活かしていきたいか
　今後、ツアーガイドのような仕事もしてみたいと思っ

ている。

　帰国後の就職支援セミナーがとても役に立った。やる

気が湧いて自信もついた。自分の渡航目的は漠然として

いたので渡航前から参加していたら、より具体的な目的

を持って日々過ごせたのだろうと思う。

以降、原稿未着

3.帰国後の就職活動

4.就業状況

5.Global ACEのサポートについて
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カナダでじっくりと
専門力を養い、
帰国後のキャリアアップを実現。

CANADA

Vancouver

年齢 29歳

参加プログラム 語学学校、専門学校など

性別 女性 出身地 東京O・M氏のプロフィール

◦社会人を経てカナダに留学し、語学学校、2校の専門学校、インターンシップなどで4年半滞在した。その経験を活かし、帰国後、
医療機器メーカーの輸出入部門に就職。英語と貿易の専門知識を活かせる仕事に就くことができた。
・何社も面接で「4年間もよく遊んできたね」と言われるなど、日本の企業側の海外就業体験者に対する認識はまだまだ偏って
いる現状もうかがえる。
・自分を過小評価しがちだが、担当のキャリア・コンサルタントから「そんなことはない」と背中を押してもらい、就活中不安な
時は特に心強かった。

考察

渡航先 カナダ（バンクーバー）

1.渡航前

2.滞在中

（1）渡航動機
　小さい頃からのあこがれとキャリアアップを見据え

ての渡航。

（2）前職（業種、職種）
　生命保険会社に正社員として就職し、営業職をして

いた。外交員だったので契約が取れないと給与に大き

く影響し、厳しい仕事だった。

（1）活動内容
　語学学校と2校の専門学校とインターンシップ、ワー

クビザなどで約4年半、カナダに滞在した。

◦語学学校（通算6ヶ月）

　貿易の専門学校の試験に通るまで、バンクーバーの語

学学校に半年通った。

◦貿易の専門学校（1年6ヶ月）

　貿易関連の知識を包括的に学んだ。経済、マーケティ

ング、法律など８教科のテストに通ったらFITTという

資格がもらえる。この学校には半年のインターンシップ

が付いていた。

◦インターンシップ（6ヶ月）

　インターンシップ先は学校紹介ではなくて自力で探す。

有料の斡旋会社に頼み、オーガニックの輸出工場でのイ

ンターンシップに就いた。仕事の内容は、バイヤーや品

質管理の手伝い。アメリカや海外に電話して、オーガニ

ックの原材料のサンプルを取り寄せたりしていた。

◦ビジネス専門学校（6ヶ月、インターンシップ6ヶ月、

ワークビザ1年）

　カナダにもう少し滞在したかったので、インターンシ

ップと履修後1年のワークビザが付いているビジネスマ

ネジメントの専門学校に入学した。

◦インターンシップ（6ヶ月）

　有給のインターンシップをオンラインで探して履歴

書をかなり出した。三次面接までクリアした品質証明書

発行の会社で、期限付きではない採用をいただけた。有

給業務として、豆を輸出入している会社に豆のグレード

を付けた品質証明書を発行する業務を担当。アシスタン

トではなく、責任ある仕事を任された。

◦ワークビザでの就業（1年）

　事務職、クリスマスシーズンのパッキング業務の他、

接客も経験したかったのでカフェ勤務などをし、１年間

カナダで働いた。
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3.帰国後の就職活動

4.就業状況

5.Global ACEのサポートについて

（2）居住環境
◦ホームステイ（語学時代）

　自分と同じ歳くらいの男の子と女の子のいるフィリ

ピン人の家庭。ホームステイは自分だけだったので家族

の一員として打ち解け、今でも連絡を取り合っている。

◦シェアハウス

　ホームステイの後はほとんどカナダ人とのシェアハ

ウスで生活。カナダ人とシェアしたかったので意図的に

カナダ人のシェアメイトを探した。

（1）就職活動の方法
　インターネットで人材エージェントに登録した。履歴

書は担当のキャリア・コンサルタントに質問しながら、

きれいな日本語に添削してもらった。面接対策は、聞か

れそうなことをインターネットで調べて答え方を勉強

した。TOEICも受験した。

　当初は貿易事務系を探していたが、友人が今の医療機

器の会社の求人を教えてくれた。海外とのやりとりもあ

り、英語も使えるため就職を決めた。

（2）海外就業体験をどうアピールし、何が評価されたか
　履歴書のほかに、職務経歴書を作り、自分のやってき

た仕事を記載した。

　面接の時、直属の上司になる人が自分の働いた品質証

明書発行のアメリカの会社を知っていて、「大変だった

でしょう」と苦労を理解してくれた。カナダではすごく

大きい会社で、その会社とも取引があると言っていた。

（3）帰国後から就職決定までに要した期間
　２ヶ月。

（4）就職活動の満足度とその要因
　それまで何社も面接で「４年間もよく遊んできたね」

と言われて嫌な思いをしたが、直属の上司がきつい品質

証明書の会社を知っていたので、この会社で初めて自分

の苦労を理解してもらえた。それがすごく嬉しかったし、

ご縁を感じた。

（1）現在の業種、職種
　日本の医療機器メーカー。配属は、輸出入関連の営業

アシスタント。日本語と英語半々の業務で、機器の問い

合わせの応対、社内外に出す和訳翻訳業務。貿易の知識

も使える。

（2）海外就業体験が仕事にどのように活かされているか

　カナダの友達や現地で出会ったブラジル人の同じ境

遇（帰国したら就活をする）の友達が、賢く前向きに生き

ていて、自分の甘さを知った。海外生活で視野が広がり、

精神的にへこんでも「道は一つではない」「だめでも違う

道がある」ことを学んだ。度胸がついたので変に動じる

こともなくなり電話応対も問題なくこなせる。

（3）海外就業体験を今後どのように活かしていきたいか
　母体が大きな会社なので、今後グローバル展開するこ

とがあれば、カナダで学んだ貿易の知識を活かして貿易

の実務に携われたらと思う。

　帰国後10日目くらいで、海外体験評価シート、キャリ

アシートに記入してのコーチングを受け、海外就業体験

の棚卸しをした。シートの記入は自分だけでは難しかっ

たので担当のキャリア・コンサルタントに指導してもら

えて良かった。伸びた能力の要因などが明確にわかり、

カナダで働いたことを客観的に見ることができた。

　自分がやってきたことはたいしたことはないと過小

評価しがちだったが、そんなことはないと背中を押して

もらえて就活への勢いと自信を得ることができた。また、

興味のありそうな仕事を提案いただいたり、自慢げにな

らずに自己ＰＲできる方法を教えてくださるなど、色々

と相談に乗ってもらえてとても心強かった。
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渡航体験をしっかりアピールし、
公務員の就職を勝ち得た。CANADA

Toronto

年齢 26歳

参加プログラム ワーキング・ホリデー

性別 女性 出身地 京都S・A氏のプロフィール

◦英語力、生活力をさらに高めるためにワーキング・ホリデーを選択し、帰国後は公務員という進路をはっきり決めて、就職活動
を成功させた。
・公務員の面接で、カナダでの滞在について多く聞かれたこと、それに対して自己アピールがきちんとできた。
・担当のキャリア・コンサルタントが、帰国後、コーチングでの話をエントリーシートにたくさん盛り込んでくれたおかげで、自
分の力では成しえない説得力のあるものができあがった。このシートのおかげで公務員の就職を勝ち得た。

考察

渡航先 カナダ（トロント）

1.渡航前

2.滞在中

（1）渡航動機
　海外で働くこと、現地の学校に通って英語環境で生

活することで、自分の英語力や生活力を高めようと思っ

ていた。大学在学中に実現できなかったため、卒業後に

ワーキング・ホリデーに行こうと決めていた。また、

様々な人種の人と関わりたいと思い、多くの移民の方が

いるカナダを渡航先に選んだ。その中で視野を広げて

いくことも目的とした。

（2）前職（業種、職種）
　大学院を卒業後、インターネットショップのスタッフ

として1年勤務。カスタマーサービスと営業を担当して

いた。カスタマーサービス課では、電話・Eメールでの

顧客対応およびデータ管理・事務作業を、営業部ではイ

ンターネットショッピングのサイトの作成および運営

を行った。

　業務を通じて、エクセルの使い方、ウェブサイトの運

営の仕方・仕組み、簡単なウェブサイトの作成方法など

を習得した。

（1）活動内容
◦語学学校（２ヶ月間）

　渡航前から、英語は人並みに話せた。

◦トロントにある日本人向けの補習授業校での理科教

員のアルバイト（7ヶ月）

　現地に住む日本人の生徒に対し、週に一度日本語で

「日本で学ぶ内容・レベル」の授業を行った。小学校3年

生、4年生の理科を担当し、生徒数25名のクラスを4ク

ラス受け持った。週に一度しかない時間内で、生徒にも

わかりやすく、興味を持ってもらえる授業になるように

計画を立てた。また、行事部に所属し、学校行事の運営・

企画なども行った。

◦カフェでのアルバイト（8ヶ月）

　教員のアルバイトと並行して、カフェで働いた。ウエ

イトレスとしてコーヒーの提供、サンドイッチなどの生

産・販売を担当。英語での接客に一日でも早く慣れるよ

うに、仕事の復習や自宅での英語の勉強に励んだ。

（2）居住環境
◦ホームステイ

　カナダ人（夫）とグアテマラ人（妻）の夫婦の家に、韓国

人留学生と二人でホームステイした。

◦シェアハウス
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3.帰国後の就職活動

4.就業状況

5.Global ACEのサポートについて
（1）就職活動の方法
　滞在中に父親から公務員が向いているのではと言わ

れて、自分でもそう思っていたので、帰国後、1カ月公務

員試験の勉強をした。

　公務員になるまでの仕事をハローワークに行って探し、

1年契約で大学の図書館司書の仕事に就いた。その仕事

をしながら公務員試験の面接を受けた。

（2）海外就業体験をどうアピールし、何が評価されたか
　公務員試験の面接では、カナダでの滞在のことについ

てばかり聞かれた。

　アピールしたのは、カナダでのアルバイトで日本人学

校の先生やカフェの仕事に就けたこと。何十倍という倍

率のうえ、通常は履歴書を出しても３～４ヶ月連絡がな

く、履歴書で落ちる人が多いなか、自分は仕事をもらえ

たことをアピールした。

　英語については、海外生活を通じてリスニング、会話

力が伸びたこと、話すのも躊躇しなくなったことをアピ

ール。また、精神的に強くなり自信を持てるようになっ

たところもアピールした。

（3）帰国後から就職決定までに要した期間
　4ヶ月。

（4）就職活動の満足度とその要因
　満足している。成功の要因は、公務員になりたいとい

う思いと就職活動の勢いではないか。

（1）現在の業種、職種
　1年間契約で大学の司書。2015年4月1日から公務員。

（2）海外就業体験が仕事にどのように活かされているか
　現在の契約社員としての仕事では、留学生の図書館案

内や、国際学部でデータベース検索についての講義を英

語で週3回の頻度で行ったこともある。

　海外で日本語を教えた経験から、人前で話すのも恥ず

かしくなく自信を持ってできた。また、講義の内容を作

成する経験も活かせた。

（3）海外就業体験を今後どのように活かしていきたいか
　自分は子どもが好きで、お金儲けには興味がないので

公務員が向いている。自分が学んだことや良かったこと

を後世の子どもたちに伝えたいという思いがあり、将来

的には教育委員会で働きたいと願っている。英語を使え

る職種で、小学生の英語教育などグローバル化に向けて

の教育に携われればと考えている。

◦滞在中のサポートについて

　目的意識の向上と能力開発の促進に役立った。担当の

キャリア・コンサルタントからは、強化したい能力が目

標に達すると、まだ伸びていない能力の強化を提案され、

具体的な日々の努力例を教えてもらい、充実した生活を

送ることができた。能力の5段階評価も自分で採点する

と低くつけてしまうが、コーチングで話を聞いてくれて、

「それならもっと高い評価だ」と認めてもらって自信に

もなった。月に1度のスカイプコーチングが監視役とな

ったので、サボれないし、しっかりやろうと思えてとて

も有効だった。

◦帰国後のサポートについて

　帰国して3週間後に、海外体験評価シートやジョブ・カ

ードを使って海外体験を振り返り、強化目標とした能力

の伸び具合などを評価した。記憶が鮮明だったので良か

った。自分の簡単なPR文や志望動機に、キャリア・コン

サルタントがコーチングの話をもとに肉付けしてくれ

て素晴らしいエントリーシートが完成した。公務員の就

職を勝ち得たのもエントリーシートのおかげだと思っ

ている。
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英語を活かす
専門的な仕事をこころざし、
留学カウンセラーとして歩み始めた。

CANADA

Victoria

年齢 27歳

参加プログラム ワーキング・ホリデーなど

性別 女性 出身地 東京M・E氏のプロフィール

◦留学とワーキング・ホリデーの経験、そしてキャリア・コンサルタントに気付かされた自分の適性を活かし、留学カウンセラー
になることを決意してその道を歩み始めた。
・会社の処遇面などに対する満足度は低いものの、自らの海外経験をそのまま活かせる仕事には満足し、より良い仕事をするた
めに表現力を磨こうと日々精進している。
・担当のキャリア・コンサルタントへ絶大なる信頼を寄せ、多くの気づきを得るだけでなく、一緒に就活をしてくれているとい
う安心感から何ひとつ不安なく就職活動を乗り越え、現職に就くことができた。

考察

渡航先 カナダ（ビクトリア）

1.渡航前 2.滞在中

（1）渡航動機
　大学3年の時に私費で半年間、カナダのビクトリア州

に語学留学した。社会人になり、英語を使う仕事をして

いたが、英語力をさらに伸ばしたいと考え、カナダにも

う一度行きたいと考えていた。

　また、自分にしかできない仕事、英語を極めた専門的

な仕事に就きたいと強く思い、年齢的にも30歳を過ぎ

ると女性は就職が厳しいと聞いていたので、早めに海外

に行き、帰国後正社員として働くことも視野に入れて決

断した。

（2）前職（業種、職種）
　通信機器メーカー。営業で４年2ヶ月勤務。主に韓国

の顧客に販売。営業、技術などに関する全ての問い合わ

せ窓口として数社を担当していたため、営業業務のメイ

ンである価格交渉や新規案件入札だけでなく、製品技

術や海事法など幅広い知識を身に付けた。

（1）活動内容
◦語学学校（3ヶ月）

　ビクトリアの大学付属の語学学校で英語を学んだ。

◦ボランティア活動（1ヶ月）

　自治体運営の古着屋でのボランティア。レジと洋服の

仕分けを担当。ボランティアで販売経験を積めば面接で

もアピールができるので、それを目的に働いていた。

　この他、ホームレスの人々の生活を支援するボランテ

ィアも行った。

◦アロマセラピー・お茶を扱う店の販売員（8ヶ月）

　自己PRもでき、販売員の仕事に就くことができた。

従業員は自分以外全員カナダ人。カナダはお客が入って

くると、会話して売り込むことが要求される。英語力が

不安だったが、専門用語の資料を読み込んだり、「できる」

と思い込こんで積極的に話しかけていたら、自然とでき

るようになっていった。また、ワークショップをする機

会もあったので、渡航前に習った茶道でお客さまにお点

前を披露することもできた。

　８ヶ月という短い期間ではあったが、英語や製品の勉

強などを毎日必死に行った結果、カナダ人の同僚と同等
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5.Global ACEのサポートについて

の仕事をすることができた。いつでもポジティブに考え、

行動することの大切さを学んだ。

◦旅行（1ヶ月）

（2）居住環境
◦ホームステイ（1年）

　1年間同じカナダ人ファミリーのところでお世話にな

った。日本人のことを良く知っている家族で、夕食もお

米が出て一人暮らしより楽だった。コンサートにもたく

さん連れて行ってもらった。

（1）就職活動の方法
　進路については、留学カウンセラーに私自身が助けて

もらったことがあり、同時に残念な思いもしたことで、

自分が留学カウンセラーになって誠心誠意サポートし

たいと考えていた。

　就職活動の準備として、カナダにいる間に

TOIEC900点以上の目標を達成し、帰国して英検準一

級に合格。担当のキャリア・コンサルタントとは面接練

習も行った。インターネットで就活サイトに登録し、留

学カウンセラーの求人を探した。ハローワークも利用し

た。

（2）海外就業体験をどうアピールし、何が評価されたか
　留学カウンセラーは営業の仕事でもあるので、カナダ

のアルバイトでお客さまに積極的に売り込んだ話、アル

バイト先のお茶屋のパンフレットを自ら作成し、現地の

日本のエージェントに配布した話をして積極性をアピ

ールした。併せて現地のエージェントの様子を伝えたの

で、留学カウンセラーとして適任である印象を与えられ

たと思う。

（3）帰国後から就職決定までに要した期間
　1ヶ月。

（4）就職活動の満足度とその要因
　満足できる点は、自分が留学した経験がそのまま活か

せること。特に、勤務する留学会社の海外支社がある2
カ所の町には、いずれも住んだことがあり、就職できた

要因の１つだと思う。

（1）現在の業種、職種
　留学エージェント、留学カウンセラー。高校生の留学

を担当している。

（2）海外就業体験が仕事にどのように活かされているか
　ビクトリアの高校から留学生が来日するが、同行して

通訳をするなかでカナダでの体験を共通の話題にしたり、

英語力も活かせている。

（3）海外就業体験を今後どのように活かしていきたいか
　担当は高校留学なので、親御さんに安心してもらえる

ように、自分の留学体験を活かすこと以上に、お客さま

に伝える力、表現力を身に付けたい。カナダでの生活の

イメージが湧いて親御さんと留学生が安心できるくら

い表現力豊かに具体的な話ができるようになりたい。

　将来、英語を使って翻訳業務をしたり、オリンピック

で外国人客が来日した時に英語でサポートしたい。通訳

ガイドにも興味はあるが、より安定した公務員が良いと

も考えている。

◦滞在中のサポートについて

　不安な時、担当のキャリア・コンサルタントにメール

するとすぐに返信があり、スカイプで話ができた。まず

話を聞いてくれてから励ましてもらえて、不安も吹き飛

んだ。とにかく親身に話を聞いてくれて最高のサポート

だった。2日間連続でスカイプで面接練習をしてくれた

り、一緒に求人を探してくれた。一人で就活していると

いうより、キャリア・コンサルタントも併走してくれて

いるという安心感がすごく強かった。

◦帰国後のサポートについて

　帰国2週間後に、海外体験評価シートに記入してキャ

リア・コンサルタントと会った。自分で気付かない点を

教えてもらい就職活動に役に立った。

　カナダで英語を伸ばしたいから選んだ接客の仕事も、

「接客販売が好きでなければ選ばない仕事」とコメント

していただき、自分がお客と接する仕事がしたいことに

気付かされた。

　また、留学カウンセラーとして「お客さまのためにこ

んなことができる」と営業の視点で自己PRすると良い

と教わり、役に立った。

　就職活動中もキャリア・コンサルタントと話をするだ

けで元気になり、エネルギーをもらった。現在取り組ん

でいることをポジティブにほめてくれて、どんなことも

遠慮なく話せた。特に諦めたくなった時は、キャリア・コ

ンサルタントがなんでも聞いてくれて一緒に就職活動

をしてくれたので、その安心感でモチベーションを保て

た。
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